泉鏡花「年譜」補訂(十四) by 吉田 昌志 & 昭和女子大学日本語日本文学科
泉
鏡
花
「
年
譜
」
補
訂
（
十
四
）
吉
田
昌
志
本
稿
は
、
先
年
刊
行
し
た
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）
収
録
の
泉
鏡
花
「
年
譜
」
の
補
訂
で
、
本
誌
七
九
五
号
（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
一
」、
七
九
七
号
（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
二
」、
八
一
九
号
（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
三
」
、
八
二
一
号
（
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
四
」
、
八
二
六
号
（
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
五
」
、
八
四
三
号
（
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
六
」
、
八
四
五
号
（
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
七
」、
八
五
〇
号
（
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
八
」
、
八
五
五
号
（
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
九
」
、
八
五
七
号
（
平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
十
」
、
八
六
二
号
（
平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
一
）」
、
八
六
七
号
（
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
二
）」
、
八
六
九
号
（
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
三
）」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
、
［
典
拠
の
訂
正
追
加
］、［
新
た
な
項
目
］、
の
四
部
に
分
か
ち
、
書
式
を
次
の
通
り
と
す
る
。
一
、
表
記
は
、
原
則
と
し
て
右
「
年
譜
」
に
準
じ
た
。
一
、「
年
譜
」
本
文
の
後
に
、
 典
拠

と
し
て
、
文
献
の
原
文
、
未
公
刊
資
料
の
翻
字
等
を
示
し
、
典
拠
が
複
数
の
場
合
は
番
号
を
付
し
て
併
記
し
た
。

注
記

の
項
に
は
、
内
容
の
解
説
、
考
証
等
を
記
し
た
。
一
、
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
は
概
ね
現
行
の
印
刷
文
字
に
改
め
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
傍
点
、
圏
点
は
概
ね
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
引
用
文
の
中
略
部
分
は
、
総
て
「（
…
）」
で
示
し
、
前
略
、
後
略
は
い
ち
い
ち
断
わ
ら
な
か
っ
た
。
引
用
文
の
誤
記
誤
植
は
、［
］
内
に
補
正
し
た
。
一
、
典
拠
文
献
が
複
数
項
目
に
重
出
す
る
場
合
も
、
そ
の
つ
ど
項
目
ご
と
に
示
し
て
、
書
誌
的
事
項
の
記
載
を
省
か
な
か
っ
た
。
一
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
で
は
、
訂
正
部
分
、
新
た
な
追
加
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
区
別
し
た
。
一
、
文
中
の
敬
称
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
一
、
必
要
に
応
じ
て
、「
＊
」
の
あ
と
に
注
記
事
項
を
補
っ
た
。
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
＊
今
回
は
無
し
。
［
典
拠
の
訂
正
追
加
］
＊
今
回
は
無
し
。
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学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
七
九
号
四
〇
～
五
八
（
二
〇
一
四
一
）
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉
三
十
七
歳
六
月
二
十
四
日
、
第
五
回
鏡
花
会
が
上
野
韻
松
亭
で
開
か
れ
た
（
幹
事
は
堀
尾
成
章
、
会
費
七
十
五
銭
）。
前
日
二
十
三
日
付
「
読
売
新
聞
」（
五
面
）
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
会
の
予
告
が
載
っ
た
。
二
十
六
日
付
「
東
京
朝
日
新
聞
」
（
五
面
）
に
は
会
の
模
様
が
報
じ
ら
れ
、
参
会
者
二
十
名
、
閉
会
は
午
後
十
時
す
ぎ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 典
拠

「
妖
怪
会
議
」
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
六
月
二
十
六
日
付
五
面
）
▽
雨
の
夜
鏡
花
会
の
事
物
怖
も
の
お
ぢ
し
た
様
に
二
十
人
が
二
十
人
他 ひ
と
の
顔
ば
か
り
眺
め
て
誰
が
何
を
言
ひ
出
す
か
と
息
を
凝
ら
し
て
身
動
き
も
し
な
い
簷 の
き
を
壓
す
る
若
葉
の
茂
み
を
冥
濛
め
い
も
う
と
包
ん
だ
霧
雨
が
凝
つ
て
葉
末
の
珠
と
な
る
と
頭
上
に
撞
き
出
す
鐘
の
響
で
音
な
く
庭
に
散
る
夕
べ
妖
怪
談
に
は
誂
ら
へ
向 む
き
の
肌
触
り
の
悪
い
風
が
ヌ
ウ
と
座
敷
を
吹
通
す
と
腥 な
ま
ぐさ
い
と
眉
を
顰
め
て
誰
や
ら
が
先 ま
づ
口
を
切
る
、
フ
ロ
ツ
ク
の
医
学
士
は
泰
然
た
る
も
の
で
「
医
科
大
学
の
解
剖
教
室
に
は
寝
台
ね
だ
い
が
十
一
個
あ
り
ま
す
夫
に
死
骸
が
満
員
に
な
つ
た
儘
一
夜
を
過
す
と
翌
朝
屹
度
一
つ
は
台
か
ら
落
ち
て
居
ま
す
」
自
ら
解
剖
参
観
通
を
以
て
任
ず
る
白
面
の
法
科
生
は
「
柳
橋
の
美
人
が
死
骸
と
な
つ
て
運
ば
れ
た
、
其
神
々
し
さ
艶
や
か
さ
執
刀
の
若
手
連
何
れ
も
恍 く
わ
うと
し
て
手
が
痿
え
た
、
某
先
生
笑
つ
て
一
刀
に
鼻
を
削
い
だ
の
で
辛 や
つ
と
一
同
平
然
刀
を
閃
め
か
し
た
と
い
ふ
事
で
す
」
と
承
け
る
、
尼
寺
の
仏
壇
の
蜘
蛛
の
巣
を
説
き
又
早
雲
寺
の
猫
が
一
旦
死
ん
で
足
の
裏
に
経
文
を
書
か
れ
た
為
蘇
生
よ
み
が
へ
つ
て
更
に
十
数
年
の
寿
を
保
つ
事
を
語
つ
た
の
は
文
壇
に
隠
れ
も
な
い
佃
の
姉
御
で
、
濤 た
う
龍
館
り
う
く
わ
んの
狸
を
談
じ
比
丘
尼
橋
引
橋
の
怪
を
論
じ
た
の
が
新
橋
の
つ
う
ち
や
ん
、
金
沢
の
地
が
怪
異
伝
説
に
富
ん
で
居
る
事
は
主
賓
鏡
花
氏
が
明
細
に
説
明
す
る
、
澤
の
鶴
の
一
合
瓶
を
宛 あ
て
が
は
れ
て
少
し
元
気
を
恢
復
し
た
頃
は
狐
狸
河
童
を
論
じ
て
妖
怪
と
幽
霊
の
区
別
に
及
ぶ
の
も
あ
れ
ば
頻
り
に
臨
終
感
応
の
実
例
を
列
挙
す
る
の
も
あ
る
、
夫 そ
れ
か
ら
夫
と
話
は
盡
き
な
い
の
に
座
は
何
時
い
つ
し
か
狭 せ
ば
ま
つ
て
膝
を
付
合
つ
き
あ
は
せ
暗
が
り
に
気
を
置
く
に
至
つ
て
乃 す
な
はち
会
を
閉
ぢ
た
の
は
夏
の
夜
の
更
易
い
十
時
過
で
あ
つ
た
、
磯
部
温
泉
の
妖
婦
、
達
磨
峠
の
石
地
蔵
、
血
附
の
蹲 か
や
、
其
他
は
長
に
亙
る
の
で
お
預
り
と
す
る
（
廿
四
日
夜
上
野
韻
松
亭
に
て
雪
生
）
 注
記

「
年
譜
」
で
は
寺
木
定
芳
『
人
、
泉
鏡
花
』
（
武
蔵
書
房
、
昭
和
十
七
年
九
月
五
日
）
に
拠
り
、
さ
ら
に
「
補
訂
六
」
で
「
読
売
新
聞
」
の
報
を
補
っ
た
。
「
読
売
新
聞
」
に
「
午
後
一
時
よ
り
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
開
会
時
刻
も
追
加
し
た
が
、
今
回
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
、
閉
会
は
午
後
「
十
時
過
」
で
あ
っ
た
と
出
て
お
り
、
内
容
が
怪
談
会
で
あ
る
か
ら
、
開
会
時
刻
の
記
載
を
削
っ
た
。こ
の
報
に
よ
る
と
、
参
会
者
は
二
十
名
、
妖
怪
談
を
し
た
者
の
う
ち
、
「
法
科
生
」
は
幹
事
の
堀
尾
成
章
、「
新
橋
の
つ
う
ち
や
ん
」
は
新
橋
の
芸
妓
小
石
（
本
名
柴
田
つ
る
）、「
佃
の
姉
御
」
は
長
谷
川
時
雨
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
を
報
じ
た
筆
者
の
「
雪
生
」
は
、
子
時
代
以
来
親
交
の
あ
っ
た
坂
元
雪
鳥
（
旧
姓
白
仁
、
本
名
三
郎
）
で
あ
ろ
う
。
雪
鳥
が
二
葉
亭
四
迷
を
伴
っ
て
、
子
滞
在
中
の
鏡
花
を
訪
れ
た
こ
と
（
明
治
四
十
一
年
の
春
カ
）
は
、「
補
訂
九
」
に
記
し
た
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
甲
寅
四
十
二
歳
七
月
十
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で
開
催
の
画
博
堂
（
京
橋
区
東
仲
通
一
番
地
の
美
術
店
）
に
お
け
る
「
妖
怪
画
お
ば
け
ゑ展
覧
会
」
の
告
條
を
書
い
た
。
こ
の
展
覧
会
の
内
容
は
十
八
日
付
「
時
事
新
報
」（
五
面
）
に
報
じ
ら
れ
た
ほ
か
、
二
十
五
日
発
行
の
「
絵
画
叢
誌
」
（
第
三
二
四
号
）
に
紹
介
さ
れ
た
。
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十
二
日
、
同
じ
く
画
博
堂
主
催
の
「
怪
談
会
」
（
於
同
店
四
階
）
に
出
席
し
た
。
そ
の
他
の
出
席
者
は
、
岩
村
透
、
黒
田
清
輝
、
岡
田
三
郎
助
八
千
代
、
長
谷
川
時
雨
、
柳
川
春
葉
、
市
川
左
団
次
、
松
本
幸
四
郎
、
河
合
武
雄
、
喜
多
村
緑
郎
、
吉
井
勇
、
長
田
秀
雄
幹
彦
、
谷
崎
潤
一
郎
、
岡
本
綺
堂
、
坂
本
紅
蓮
洞
、
松
山
省
三
、
鈴
木
鼓
村
ら
、
六
十
余
名
に
及
ん
だ
。
こ
の
会
の
模
様
は
、
十
四
日
付
「
国
民
新
聞
」
（
五
面
）
に
「
物
凄
い
怪
談
会
」
と
題
し
て
報
じ
ら
れ
、
ま
た
二
十
日
付
「
読
売
新
聞
」
（
五
面
）
の
「
文
芸
画
報
」
欄
に
「
鏡
花
氏
等
の
発
起
」
と
し
て
写
真
入
で
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠
1
「
妖
怪
画
展
覧
会
」
（「
時
事
新
報
」
大
正
三
年
七
月
十
八
日
付
五
面
）
科
学
の
発
達
が
幼
稚
で
天
地
に
怪
異
が
満
ち
て
居
た
時
代
に
は
、
妖
怪
変
化
も
一
種
の
真
面
目
な
る
画
題
で
あ
つ
た
に
相
違
な
く
、
最
も
写
生
の
方
面
か
ら
説
明
を
試
み
［
た
］
応
挙
の
作
品
な
ど
は
、
流
石
に
一
流
の
見
解
が
あ
つ
て
面
白
い
が
、
後
代
の
暁
斎
芳
年
あ
た
り
に
な
る
と
、
些
か
バ
ロ
ツ
ク
の
傾
き
が
あ
つ
て
故
意
に
凄
気
を
出
さ
ん
と
し
た
所
に
反
つ
て
反
感
を
伴
ふ
。
大
正
聖
代
の
今
日
と
云
ふ
も
チ
ト
大
袈
裟
で
あ
る
が
、
未
た
此
の
糟
粕
を
甞
め
て
下
手
な
写
生
の
土
台
を
基
礎
と
し
て
刻
迷
（
マ
マ
）に
描
い
て
、
（
マ
マ
）ゐ
る
画
家
の
沢
山
あ
る
の
は
滑
稽
で
あ
る
。
其
所
へ
ゆ
く
と
清
方
の
「
河
童
太
郎
」
其
の
他
柳
塢
の
「
夕
顔
」
「
海
の
霊
」
「
秋
雨
」
等
の
ウ
井
［
ヰ
］
ツ
ト
か
ら
出
来
た
も
の
、
未
醒
の
「
化
仏
」
柏
亭
の
「
雪
女
」
等
の
漫
画
趣
味
、
耕
花
の
「
女
化
ケ
原
」
省
三
の
「
山
姥
」
権
八
郎
の
「
失
題
」
土
佐
絵
式
の
装
飾
味
か
ら
描
い
た
も
の
に
は
捨
て
難
い
面
白
味
が
あ
る
。
尚
蕉
園
女
の
描
い
た
お
化
は
素
的
に
美
し
く
恁
お
化
な
ら
毎
晩
出
て
貰
つ
た
方
が
よ
い
と
云
ふ
評
判
で
あ
る
京
橋
東
仲
通
柳
町
画
博
堂
二
十
五
日
（
黒
眼
鏡
）

典
拠
2
「
物
凄
い
怪
談
会
生
々
し
い
の
顔
」
（
「
国
民
新
聞
」
大
正
三
年
七
月
十
四
日
付
五
面
）
湿
つ
ぽ
く
つ
て
冷
々
す
る
十
二
日
の
夕
暮
か
ら
京
橋
柳
町
画
博
堂
に
妖
怪
画
お
ば
け
ゑ
の
展
覧
会
が
開
か
れ
た
薄
暗
い
入
口
に
会
場
と
記
し
た
白
旗
と
白
張
提
灯
を
掲
げ
堂
主
の
弟
妹
が
白
い
浴
衣
で
受
付
に
控
へ
た
光
景
が
最
初
の
つ
け
か
ら
臆
病
者
の
膽 き
も
を
冷
さ
せ
る
階
上
に
は
未
醒
、
柳
塢
、
省
三
氏
等
の
描
い
た
お
化
画
の
陳
列
、
人
魂
の
形
を
し
た
凄
い
指
示
ゆ
び
ざ
し
に
導
か
れ
て
螺
旋
の
階
段
き
ざ
は
し
を
ヒ
ヨ
ロ

と
上
る
と
正
面
に
は
燈
籠
の
火
影
が
朦
朧
ぼ
ん
や
り
、
壁
間
に
は
英
朋
画
伯
の
「
襖
越
」
蕉
園
女
史
の
「
牡
丹
燈
籠
」
な
ん
ぞ
恐
ろ
し
い
絵
が
凄
愴
な
色
を
浮
べ
て
居
る
宵
の
頃
か
ら
泉
鏡
花
、
鈴
木
鼓
村
、
喜
多
村
緑
郎
君
な
ぞ
の
顔
が
見
え
て
怪
談
が
始
ま
る
紅
蓮
洞
氏
昔
噺
が
口
切
り
で
鈴
木
鼓
村
君
は
大
阪
の
或
町
で
亭
主
に
殺
さ
れ
た
女
の
化
物
が
探
偵
の
家
に
顕
は
れ
犯
人
が
捕
縛
さ
れ
た
事
実
談
や
樫
尾
［
鹿
塩
］
君
の
化
物
の
出
る
家
に
棲 す
ん
だ
実
験
談
が
あ
り
伊
井
の
門
下
石
川
幸
三
郎
は
十
年
程
前
田
舎
廻
り
を
し
て
茨
城
県
真
壁
に
興
行
中
土
地
の
達
磨
茶
屋
の
十
六
に
な
る
娘
と
好
い
仲
に
な
り
其
れ
を
振
り
捨
て
ゝ
	げ
去
り
前
橋
に
乗
込
ん
で
町
廻
り
に
出
る
と
彼
の
女
は
利
根
川
辺
に
死
体
と
な
つ
て
引
揚
げ
ら
れ
其
夜
か
ら
自
分
は
劇 ひ
ど
い
熱
病
に
罹
り
楽
屋
の
一
隅
に
呻
吟
中
隙 す
き
漏 も
る
雨
滴
あ
ま
だ
れ
が
の
女
の
顔
に
見
え
て
戦
慄
し
た
色
懺
悔
を
試
み
夫 そ
れ
か
ら
燈
火
を
滅
し
て
暗
中
で
喜
多
村
の
大
阪
に
於
け
る
怪
談
が
あ
り
鏡
花
君
が
其
後
に
現
は
れ
四
隣
あ
た
り
は
寂
と
し
て
更
け
行
く
儘
に
益
々
怖
ろ
し
い
話
が
始
め
ら
れ
た
（
午
前
一
時
記
）
 注
記

「
年
譜
」
で
は
雨
田
光
平
編
『
鼓
村
襍
記
』
（
古
賀
書
店
、
昭
和
十
九
年
二
月
二
十
五
日
）
に
拠
り
、
ま
た
「
補
訂
六

」
で
は
「
読
売
新
聞
」
の
記
事
を
補
っ
た
が
、
今
回
さ
ら
に
二
紙
の
報
を
追
加
し
た
。
「
時
事
新
報
」
は
展
覧
会
出
品
作
に
詳
し
く
、
鏑
木
清
方
、
島
崎
柳
塢
、
小
杉
未
醒
、
石
井
柏
亭
、
山
村
耕
花
、
松
山
省
三
、
平
岡
権
八
郎
、
池
田
蕉
園
ら
の
名
前
が
挙
っ
て
い
る
が
、
清
方
作
「
河
童
太
郎
」
の
こ
と
は
年
譜
（
大
塚
雄
三
編
「
鏑
木
清
方
年
譜
」
山
田
肇
監
修
『
鏑
木
清
方
画
集
資
料
編
』
ビ
ジ
ョ
ン
企
画
出
版
社
、
平
成
十
年
八
月
三
十
一
日
）
に
記
載
を
み
な
い
。
「
年
譜
」
の
典
拠
と
し
た
「
絵
画
叢
誌
」
で
は
、
右
以
外
に
池
田
輝
方
、
右
田
年
英
、
鰭
崎
英
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朋
、
村
岡
應
東
、
山
中
古
洞
、
三
島
蕉
窓
の
名
が
あ
る
。
「
時
事
新
報
」
に
名
の
出
な
い
鰭
崎
英
朋
の
画
は
、
松
本
品
子
編
『
妖
艶
粋
美
甦
る
天
才
絵
師
鰭
崎
英
朋
の
世
界
』
（
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
）
に
「
幽
霊
」
と
題
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
（
同
書
一
五
頁
カ
ラ
ー
図
版
）
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
大
正
3年
夏
／
絹
本
着
色
軸
／
127

5×
48

7／
小
池
光
雄
氏
蔵
」
「
右
下
に
甲
寅
夏
日
英
朋
と
あ
る
。
甲
寅
は
大
正
3年
の
意
」
と
あ
っ
て
、
年
紀
が
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
画
の
題
は
所
蔵
者
が
変
る
う
ち
に
当
初
の
も
の
が
改
め
ら
れ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
が
、「
襖
越
」
も
こ
の
例
に
洩
れ
な
い
。
［
新
た
な
項
目
］
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
己
亥
二
十
七
歳
三
月
二
十
九
日
、
さ
る
二
月
二
十
四
日
に
逝
去
し
た
春
陽
堂
主
人
和
田
篤 と
く太
郎
た
ろ
う（
号
鷹 よ
う城 じ
ょ
う。
安
政
四
年
八
月
二
十
三
日
生
れ
、
享
年
四
十
三
）
の
追
悼
会
（
故
人
五
七
日
追
善
、
於
紅
葉
館
）
へ
尾
崎
紅
葉
、
小
栗
風
葉
、
柳
川
春
葉
ら
と
と
も
に
出
席
し
た
。
参
会
者
は
、
巌
谷
小
波
、
石
橋
思
案
、
江
見
水
蔭
、
大
橋
乙
羽
、
川
上
眉
山
、
武
内
桂
舟
、
広
津
柳
浪
ら
硯
友
社
同
人
の
ほ
か
、
無
慮
百
十
余
名
に
及
び
、
発
起
人
総
代
福
地
桜
痴
の
挨
拶
、
紅
葉
に
よ
る
祭
文
朗
読
等
が
あ
っ
た
。
 典
拠
1
死
亡
広
告
（「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
二
年
二
月
二
十
六
日
付
六
面
）
春
陽
堂
主
和
田
篤
太
郎
儀
永
々
病
気
之
処
養
生
不
相
叶
今
二
十
四
日
午
後
第
四
時
死
去
致
候
間
此
段
生
前
辱
知
諸
君
に
御
報
知
申
上
候
也
追
而
送
葬
之
儀
者
来
る
二
十
六
日
午
後
第
一
時
日
本
橋
区
通
四
丁
目
自
宅
出
棺
浅
草
区
吉
野
町
大
秀
寺
へ
仏
葬
致
候
事
尚
本
人
遺
言
も
有
之
候
に
付
造
花
放
鳥
等
御
恵
贈
之
儀
者
堅
く
御
断
申
上
候
也
妻
和
田
梅
子
明
治
卅
二
年
二
月
廿
四
日
親
戚
尾
崎
宗
隆
同
小
林
直
造
 典
拠
2
「
時
報
」
（「
新
小
説
」
四
年
五
巻
、
明
治
三
十
二
年
四
月
六
日
）
▲
春
陽
堂
主
和
田
鷹
城
君
の
事
を
記
す
る
は
、
我
時
報
の
憚
ら
ず
ん
ば
あ
る
可
ら
ざ
る
所
、
然
も
尚
敢
て
一
言
せ
ざ
る
可
ら
ず
、
氏
や
年
壮
に
し
て
東
都
に
出
で
、
犢 と
く
鼻 び
一
筋
赤
濬
々
た
る
身
を
以
て
大
手
を
振
り
、
白
眼
江
湖
を
睥
睨
し
て
、
終
に
今
日
の
位
置
を
な
せ
る
も
の
な
り
、
人
は
い
ふ
春
陽
堂
の
店
頭
小
に
し
て
名
に
称
は
ず
と
、
然
り
か
に
三
間
半
の
間
口
、
之
を
大
厦
の
巍
然
た
る
に
比
す
べ
く
も
あ
ら
ね
ど
、
其
当
代
の
文
学
に
預
り
て
力
あ
る
葢
し
少
小
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
、
君
病
む
事
五
閲
年
終
に
本
年
二
月
廿
四
日
を
以
て
易
簀
す
、
同
人
相
図
り
、
追
悼
会
を
芝
紅
葉
舘
に
開
き
て
聊
か
君
の
霊
を
慰
め
む
と
す
、
会
す
る
も
の
皆
当
代
の
文
豪
画
伯
及
び
知
名
の
士
に
し
て
、
無
慮
百
十
有
余
名
、
席
上
発
起
人
総
代
と
し
て
桜
痴
居
士
の
挨
拶
、
紅
葉
山
人
の
祭
文
朗
読
等
あ
り
、
各
自
香
を
拈 ひ
ねつ
て
霊
前
に
手
向
け
、
終
つ
て
宴
を
開
く
、
酒
盞
廻
る
事
静
か
に
し
て
、
一
座
皆
粛
々
、
往
事 （マ
マ
）を
追
懐
し
て
転
た
闇
然
た
り
、
此
日
は
鷹
城
君
の
五
七
日
逮
夜
に
該
当
し
、
実
に
明
治
三
十
二
年
三
月
二
十
九
日
な
り
き
。
 典
拠
3
巌
谷
小
波
日
記
（
小
波
日
記
研
究
会
「
巌
谷
小
波
日
記
翻
刻
と
注
釈
明
治
三
十
二
年
」
「
白
百
合
女
子
大
学
児
童
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
論
文
集
」
Ⅷ
、
平
成
十
七
年
三
月
）
＊
刊
行
日
記
載
な
し
。〔
〕
は
引
用
者
補
。
〔
明
治
三
十
二
年
〕
三
月
二
十
九
日
（
水
）
晴
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九
時
出
勤
十
一
時
帰
る
午
後
一
時
紅
葉
館
行
和
田
篤
太
郎
氏
追
善
会
々
す
る
も
の
百
余
名
別
席
大
橋
角
田
尾
崎
武
内
ら
後
又
日
本
橋
菊
住
に
赴
く
書
肆
連
中
同
席
萬
作
懐
旧
談
あ
り

典
拠
4
和
田
篤
太
郎
追
悼
会
写
真
（
「
生
誕
一
四
〇
年
泉
鏡
花
展
も
の
が
た
り
の
水
脈
」
図
録
、
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
会
期
平
成
二
十
五
年
十
月
五
日
十
一
月
二
十
四
日
）
＊
同
書
一
六
頁
。
個
人
蔵
。
 注
記

当
日
の
鏡
花
の
出
席
は
、
引
用
を
省
い
た
典
拠
4の
写
真
に
よ
っ
て
確
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
前
列
左
か
ら
五
番
目
に
紅
葉
、
さ
ら
に
六
人
置
い
て
春
葉
、
鏡
花
、
風
葉
の
順
に
坐
し
て
い
る
こ
の
写
真
に
は
、
二
列
目
中
央
の
篤
太
郎
夫
人
う
め
（
二
代
主
人
。
明
治
三
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
歿
、
享
年
五
十
三
）
を
中
心
に
、
全
部
で
九
十
五
名
が
写
っ
て
お
り
、
小
波
日
記
を
も
と
に
硯
友
社
関
係
で
同
定
で
き
る
人
物
の
名
を
記
し
た
。
そ
の
他
に
、
内
田
魯
庵
、
坪
内
逍
遥
、
高
田
早
苗
ら
も
確
認
で
き
る
が
、
傍
証
を
欠
く
た
め
本
文
へ
の
記
載
は
控
え
た
。
典
拠
2に
、
「
君
病
む
事
五
閲
年
」
と
あ
る
ご
と
く
、
篤
太
郎
は
日
清
戦
争
の
前
後
か
ら
病
臥
し
て
い
た
た
め
、
出
版
の
実
質
に
関
わ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
追
悼
会
の
百
名
を
越
え
る
参
集
は
春
陽
堂
創
業
者
の
威
徳
で
あ
ろ
う
。
鏡
花
は
こ
の
年
、
春
陽
堂
か
ら
二
月
に
『
錦
帯
記
』
、
十
一
月
に
『
湯
島
詣
』
を
そ
れ
ぞ
れ
書
下
し
で
刊
行
、
翌
三
十
三
年
一
月
に
は
小
栗
風
葉
と
と
も
に
正
社
員
と
な
っ
て
「
新
小
説
」
編
輯
局
に
入
り
、
主
幹
後
藤
宙
外
の
も
と
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
篠
田
鉱
造
「
明
治
文
学
書
肆
春
陽
堂
」
（
『
明
治
開
化
綺
談
』
明
正
堂
、
昭
和
十
八
年
三
月
十
日
）
に
は
、
紅
葉
と
春
陽
堂
と
の
関
係
を
記
し
て
「
紅
葉
先
生
は
御
自
分
の
問
題
で
見
え
た
こ
と
は
な
い
。
屹
度
門
人
の
た
め
、
こ
と
に
泉
鏡
花
さ
ん
の
た
め
、
推
挙
に
こ
れ
勉
め
、
情
誼
の
厚
い
先
生
だ
と
は
、
誰
し
も
敬
服
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
和
田
も
ソ
レ
に
は
感
心
し
て
ゐ
ま
し
た
。
」
と
出
て
い
る
。
春
陽
堂
の
古
参
店
員
か
ら
の
聞
書
だ
が
、
鏡
花
の
春
陽
堂
入
り
は
自
ら
の
示
し
た
進
境
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
紅
葉
の
推
輓
も
ま
た
与
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
鏡
花
は
篤
太
郎
の
後
を
継
い
だ
う
め
夫
人
の
追
悼
会
（
明
治
四
十
年
四
月
十
五
日
、
於
木
挽
町
萬
安
楼
。
「
年
譜
」
で
和
田
静
子
と
誤
記
し
た
の
を
「
補
訂
六
」
で
訂
正
）
に
も
、
子
か
ら
上
京
し
出
席
し
て
い
る
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
己
未
四
十
七
歳
八
月
十
日
、
木
下
利
玄
は
第
二
歌
集
『
紅
玉
』
を
鏡
花
に
寄
贈
す
る
た
め
、
版
元
の
玄
文
社
に
赴
き
署
名
し
た
。
他
の
寄
贈
先
は
、
佐
佐
木
信
綱
、
石
榑
千
亦
、
窪
田
空
穂
、
太
田
水
穂
、
松
村
英
一
、
島
木
赤
彦
、
橋
田
東
聲
、
西
村
陽
吉
、
前
田
夕
暮
、
土
岐
哀
果
、
尾
山
篤
二
郎
の
十
一
氏
で
あ
っ
た
。
 典
拠

木
下
利
玄
「
鎌
倉
日
記
」
（
弘
文
堂
書
房
版
『
木
下
利
玄
全
集
』
下
巻
、
昭
和
十
五
年
八
月
五
日
）
＊〔
〕
は
引
用
者
補
。
〔
大
正
八
年
〕
八
月
十
日
日
曜
晴
玄
、
午
前
八
時
四
十
七
分
発
汽
車
に
て
上
京
、
芝
公
園
玄
文
社
に
赴
き
「
紅
玉
」
四
百
部
に
検
印
捺
す
。
（
六
百
部
は
已
に
本
屋
に
出
で
た
り
）
又
寄
贈
書
十
二
冊
に
署
名
す
る
、
寄
贈
先
左
の
如
し
。
佐
佐
木
信
綱
石
榑
千
亦
窪
田
空
穂
泉
鏡
花
太
田
水
穂
松
村
英
一
島
木
赤
彦
橋
田
東
聲
西
村
陽
吉
前
田
夕
暮
土
岐
哀
果
尾
山
篤
二
郎
「
紅
玉
」
は
緋
塩
瀬
に
黒
で
ル
ネ
サ
ン
ス
模
様
（
金
の
も
あ
り
）
を
捺
し
た
立
派
な
も
の
が
出
来
た
。
―44―
次
に
赤
十
字
社
に
利
昌
［
を
］
見
舞
ふ
、
利
朗
、
壽
子
と
会
す
、
「
紅
玉
」
一
部
利
昌
に
贈
る
。
更
に
児
島
訪
問
（
千
駄
ケ
谷
八
五
九
）
「
紅
玉
」
装
幀
に
就
て
語
る
、
夜
、
月
よ
し
。
児
島
と
銀
座
散
歩
、
千
疋
屋
二
階
に
て
共
に
食
事
す
、
戸
張
孤
雁
氏
に
ふ
。
 注
記

『
紅
玉
』
出
版
の
経
緯
は
、
利
玄
の
「
住
吉
日
記
」
（
大
正
七
年
分
）
と
「
鎌
倉
日
記
」
（
同
八
年
分
）
が
残
っ
て
い
て
、
精
し
く
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
略
述
す
れ
ば
、
大
正
七
年
三
月
八
日
に
玄
文
社
（
雑
誌
「
新
演
芸
」
「
新
家
庭
」
発
行
元
。
本
社
は
芝
区
芝
公
園
九
号
地
ノ
二
）
の
長
谷
川
巳
之
吉
（
の
ち
第
一
書
房
創
業
者
）
が
来
訪
、
書
名
を
「
紅
玉
」
と
す
る
こ
と
に
決
し
、
装
丁
を
児
島
喜
久
雄
に
依
頼
、
同
名
作
の
あ
る
鏡
花
の
承
諾
を
得
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
十
四
日
夜
、
田
島
金
次
郎
歓
迎
会
で
鏡
花
へ
の
許
諾
斡
旋
を
田
島
に
頼
み
（
「
年
譜
」
記
載
ず
み
）、
八
月
二
十
七
日
か
ら
原
稿
整
理
に
か
か
っ
て
、
十
月
二
十
四
日
に
は
師
の
佐
佐
木
信
綱
に
収
録
歌
の
校
閲
を
依
頼
し
、
多
少
の
刪
正
を
経
て
十
一
月
二
日
に
整
理
を
終
え
た
。
翌
八
年
三
月
十
九
日
よ
り
校
正
に
入
り
、
七
月
二
十
六
日
に
は
内
務
省
提
出
の
出
版
届
に
捺
印
、
玄
文
社
へ
送
っ
て
い
る
が
、
奥
付
の
発
行
日
は
七
月
三
日
で
あ
る
。
「
武
者
小
路
実
篤
兄
に
」
と
献
辞
の
あ
る
本
書
は
、
処
女
歌
集
『
銀
』
（
洛
陽
堂
、
大
正
三
年
五
月
二
十
六
日
）
以
降
、
大
正
六
年
十
二
月
ま
で
の
作
か
ら
選
し
た
五
二
〇
首
を
収
め
る
。
末
尾
に
「
大
正
八
年
四
月
三
十
日
夜
鎌
倉
大
町
に
て
」
と
あ
る
跋
文
に
は
「
紅
玉
と
云
ふ
名
は
、
泉
鏡
花
氏
の
短
集
に
あ
る
か
ら
、
氏
に
御
話
し
た
と
こ
ろ
快
諾
を
得
た
の
で
気
持
よ
く
こ
の
名
を
用
ひ
る
事
が
出
来
た
」
と
の
謝
辞
を
記
す
。
鏡
花
の
『
紅
玉
』
は
、
植
竹
書
院
よ
り
「
現
代
傑
作
叢
書
第
六
編
」
と
し
て
大
正
二
年
十
二
月
五
日
発
行
。
表
題
作
の
ほ
か
「
酸
漿
」「
公
孫
樹
下
」
「
柳
小
島
」「
月
夜
」
を
収
め
た
書
。
署
名
寄
贈
し
た
鏡
花
以
外
の
十
一
氏
は
、
す
べ
て
歌
人
の
師
友
で
あ
る
。
献
辞
を
呈
し
た
武
者
小
路
は
じ
め
「
白
樺
」
同
人
に
も
当
然
贈
呈
し
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
八
月
十
日
の
分
は
そ
れ
以
外
の
人
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
寄
贈
以
後
の
利
玄
の
日
記
を
見
る
と
、
八
月
十
六
日
に
は
、
窪
田
、
松
村
、
橋
田
、
尾
山
よ
り
返
書
が
あ
り
、
十
一
月
二
十
六
日
に
は
川
田
順
邸
（
大
阪
天
王
寺
）
で
「
紅
玉
の
会
」
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
む
ね
記
さ
れ
て
い
る
が
、
鏡
花
の
返
礼
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
典
拠
の
文
中
、
利
昌
（
大
正
十
年
七
月
六
日
歿
）、
利
朗
（
明
治
二
十
三
年
生
、
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
歿
、
享
年
六
十
九
）、
壽
子
（
昭
和
二
十
二
年
歿
）
は
利
玄
の
弟
妹
で
あ
る
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
庚
申
四
十
八
歳
七
月
十
二
日
、
夕
刻
よ
り
向
島
百
花
園
（
喜
多
野
家
別
荘
）
で
岡
田
八
千
代
の
幹
事
を
す
る
会
が
あ
っ
た
が
欠
席
し
た
。
 典
拠

泉
鏡
花
「
私
の
事
」
（「
時
事
新
報
」
大
正
九
年
七
月
十
六
日
付
夕
刊
十
面
）
打
続
く
蒸
暑
さ
。
漫
歩
き
し
て
立
寄
ら
ば
、
恁
る
時
、
色
も
香
も
凉
し
か
る
べ
き
、
清
水
谷
の
紫
陽
花
も
見
に
行
か
ず
。
今
日
は
又
夕
方
よ
り
、
向
嶋
百
花
園
な
る
喜
多
野
家
の
別
荘
に
て
、
幹
事
は
岡
田
八
千
代
さ
ん
と
て
、
螢
に
打
水
の
露
と
云
ふ
、
優
し
き
会
の
催
し
あ
る
さ
へ
、
俥
？
を
馳
ざ
る
本
意
な
さ
よ
、
否
、
卑
怯
さ
よ
。
私
は
宿
酔
ふ
つ
か
ゑ
ひの
た
め
と
言
へ
ど
、
彼
処
に
集
ま
る
豪
傑
連
は
、
心
掛
の
悪
い
奴
、
盆
前
ゆ
ゑ
と
憐
む
は
ま
だ
し
も
意
地
の
悪
い
の
は
、
蠅
を
可
恐
が
る
と
	る
な
る
べ
し
。
豈
蠅
な
ど
を
恐
れ
む
や
と
、
絵
団
扇
の
張
肱
し
な
が
ら
、
蚊
遣
香
を
む
ら


と
燻
し
て
、
半
減
の
晩
酌
に
、
肴
は
細
隠
元
豆
い
ん
げ
ん
の
玉
子
綴
、
た
べ
も
の
ゝ
其
の
可
愛
き
こ
と
処
女
と
言
ふ
べ
し
。
焉
ぞ
知
ら
む
、
此
の
処
女
、
節
季
の
勘
定
に
平
か
な
ら
ず
、
籐
椅
子
の
古
い
の
に
微
酔
ほ
ろ
ゑ
ひ
の
じ
た
ら
く
し
て
、
偶
ふ
と
田
岡
嶺
雲
の
数
奇
伝
を
読
む
。
渠
が
其
の
恋
を
自
叙
し
て
、
（
月
見
草
の
や
う
な
女
）
と
、
山
峡
、
津
山
川
の
夏
の
月
に
、
露
に
袂
を
絞
る
処
、
ペ
イ
ジ
を
飜
し
て
凉
気
颯
爽
。
（
十
二
日
夜
）
 注
記

諸
紙
誌
を
探
索
し
た
も
の
の
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
会
の
名
称
お
よ
び
開
催
に
つ
い
―45―
て
詳
か
に
し
え
な
い
。
九
九
九
会
の
前
身
の
よ
う
な
会
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
調
査
を
俟
ち
た
い
。
会
場
と
な
っ
た
百
花
園
内
「
喜
多
野
家
の
別
荘
」
は
「
補
訂
（
十
一
）
」
に
も
記
し
た
通
り
、
前
年
大
正
八
年
七
月
十
九
日
に
怪
談
会
の
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
正
式
な
名
称
を
定
め
が
た
く
、
今
回
は
鏡
花
の
表
記
に
し
た
が
っ
た
。
文
中
に
は
不
参
の
理
由
を
「
宿
酔
ふ
つ
か
ゑ
ひの
た
め
」
と
記
す
が
、
「
時
事
新
報
」
同
日
の
六
面
に
は
「
芝
と
深
川
に
虎
列
剌
続
出
す
」
の
報
が
載
っ
て
お
り
、
芝
区
西
久
保
と
深
川
区
東
扇
橋
に
コ
レ
ラ
の
疑
い
あ
る
者
の
出
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
夏
は
コ
レ
ラ
の
蔓
延
し
た
年
で
、
「
万
朝
報
」
（
七
月
九
日
付
三
面
）
に
よ
れ
ば
、
七
日
正
午
か
ら
八
日
正
午
ま
で
の
一
日
で
全
国
に
九
十
二
名
の
新
患
者
を
出
し
、
内
務
省
調
べ
で
初
発
以
来
「
疑
似
二
七
四
、
真
症
七
五
四
、
保
菌
者
一
一
六
と
い
ふ
多
数
で
あ
る
」
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
兵
庫
（
二
六
一
名
）、
大
阪
（
二
四
一
名
）、
福
岡
（
一
四
三
名
）
で
多
く
発
生
し
た
の
ち
、
漸
次
東
上
し
、
中
旬
に
は
帝
都
に
も
及
ん
で
き
て
い
た
。
鏡
花
の
神
経
質
は
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
、
し
ば
し
ば
ゴ
シ
ッ
プ
の
種
と
な
り
、
三
年
前
の
コ
レ
ラ
猖
獗
の
こ
ろ
の
「
文
章
楽
部
」
（
一
巻
七
号
、
大
正
五
年
十
一
月
一
日
）
の
「
文
壇
風
聞
記
」
に
は
、
今
度
の
コ
レ
ラ
で
、
一
番
恐
慌
を
感
じ
た
の
は
、
文
壇
第
一
の
神
経
家
泉
●
鏡
●
花
●
氏
で
、
近
所
に
コ
レ
ラ
が
発
生
す
る
と
、
も
う
一
時
も
じ 、
つ 、
と
し
て
ゐ
ら
れ
な
い
。
夢
中
で
逃
げ
出
し
て
本
郷
の
方
に
下
宿
し
た
が
、
家
人
は
然
う
と
は
知
ら
ず
、
突
然
の
行
方
不
明
に
、
此
方
が
非
常
の
恐
慌
だ
つ
た
と
い
ふ
。
と
取
上
げ
ら
れ
て
い
た
し
、
自
筆
年
譜
（
改
造
社
版
「
現
代
日
本
文
学
全
集
」
十
四
『
泉
鏡
花
集
』
昭
和
三
年
九
月
一
日
）
の
大
正
五
年
の
項
に
「
此
の
年
、
初
夏
の
は
じ
め
よ
り
、
あ
し
き
病
流
行
し
た
る
に
恐
を
な
し
、
門
を
出
で
ざ
る
こ
と
、
殆
ど
三
月
。
」
と
あ
る
の
と
年
次
も
一
致
す
る
。
「
本
郷
の
方
に
下
宿
」
云
々
の
真
偽
は
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
訪
問
記
事
の
「
私
の
配
偶
つ
れ
あ
ひ
」
の
「
下
」
（
「
報
知
新
聞
」
大
正
六
年
二
月
五
日
付
四
面
。
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
一
収
録
）
に
す
ず
夫
人
の
「
世
間
で
は
何
で
す
か
主
人
た
く
の
事
を
変
つ
て
る

ツ
て
云
ひ
ま
す
け
れ
ど
別
段
そ
ん
な
事
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
此
間
も
私
ン
所
で
は
家
中
に
ア
ノ
千
代
紙
の
蔽 お
ほ
ひが
し
て
あ
る
な
ん
て
何
か
に
出
て
ま
し
た
が
」
を
受
け
た
鏡
花
談
と
し
て
「
夫
れ
は
斯 こ
う
な
ん
で
す
虎
列
拉
々
々
ツ
て
云
つ
た
ツ
て
煙
管
の
吸
口
を
蠅
の
中
へ
曝
し
て
置
く
ぐ
ら
ゐ
危
い
こ
た
あ
無 ね
エ
ツ
て
ネ
其
処
で
ソ
レ
斯 こ
ん
な
も
の
を
」
と
煙
管
の
吸
口
に
被
せ
る
千
代
紙
の
キ
ャ
ッ
プ
を
見
せ
た
と
こ
ろ
話
が
大
袈
裟
に
伝
わ
っ
た
、
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
私
の
事
」
の
文
中
「
意
地
の
悪
い
の
は
、
蠅
を
可
恐
が
る
と
る
な
る
べ
し
」
と
は
実
情
に
近
い
も
の
が
あ
ろ
う
し
、
次
項
、
翌
月
の
「
中
央
文
学
」
の
彙
報
記
事
に
も
「
胃
病
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
体
調
不
良
を
き
た
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
田
岡
嶺
雲
の
自
伝
『
数
奇
伝
』
は
、
死
の
四
か
月
前
、
明
治
四
十
五
年
五
月
十
五
日
、
玄
黄
社
刊
。
序
文
に
三
宅
雪
嶺
、
河
東
碧
梧
桐
、
鏡
花
、
徳
田
秋
聲
、
登
張
竹
風
、
堺
利
彦
、
藤
田
剣
峰
、
佐
々
醒
雪
、
藤
井
紫
影
、
国
府
犀
東
、
千
葉
秀
甫
、
鹿
島
桜
、
大
町
桂
月
、
笹
川
臨
風
、
白
河
鯉
洋
、
正
岡
芸
陽
の
十
六
氏
に
、
小
杉
未
醒
、
小
川
芋
銭
、
岡
本
月
村
の
挿
画
が
入
っ
た
本
で
あ
る
。
「
月
見
草
の
や
う
な
女
」
の
こ
と
は
、
津
山
中
学
赴
任
の
様
子
を
語
っ
た
第
「
拾
壹
」
章
「
鎖
魂
記
」
中
に
出
る
。
右
序
文
に
関
す
る
明
治
四
十
五
年
四
月
十
五
日
付
の
嶺
雲
宛
書
簡
お
よ
び
大
正
改
元
後
の
九
月
十
日
の
嶺
雲
葬
儀
へ
の
参
列
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
年
譜
」
に
記
し
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
庚
申
四
十
八
歳
八
月
一
日
発
行
「
中
央
文
学
」
（
第
四
年
第
八
号
）
の
「
最近
文
壇
消
息
」
欄
に
「
胃
病
で
臥
床
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠
	
「
最近
文
壇
消
息
（
八
）」
（「
中
央
文
学
」
四
年
八
号
、
大
正
九
年
八
月
一
日
）
▲
文
士
の
動
静
―46―
（
…
）
○
泉
鏡
花
氏
胃
病
で
臥
床
。
 注
記

典
拠
の
標
題
下
に
「
文
壇
唯
一
の
好
資
料
。
こ
の
記
事
を
読
め
ば
一
目
の
下
に
文
壇
の
状
勢
、
文
士
の
近
況
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
誌
の
誇
る
べ
き
独
特
の
記
事
と
し
て
、
毎
号
連
載
。
」
と
あ
る
ご
と
く
、
諸
会
の
開
催
、
文
士
の
動
静
、
転
居
、
戸
籍
調
べ
（
冠
婚
葬
祭
）、
新
刊
と
近
刊
書
目
、
雑
誌
消
息
、
の
各
項
に
わ
た
っ
て
、
他
誌
の
及
ば
ぬ
詳
細
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
欄
で
あ
る
。
同
じ
春
陽
堂
発
行
「
新
小
説
」
の
か
つ
て
の
時
報
欄
の
役
割
を
果
す
も
の
だ
が
、
以
前
よ
り
も
そ
の
情
報
の
量
は
格
段
に
増
し
て
い
る
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
乙
丑
五
十
三
歳
十
一
月
二
十
八
日
付
「
時
事
新
報
」
（
朝
刊
四
面
）
の
「
灰
皿
」
欄
に
、
最
近
の
文
芸
趣
味
の
変
遷
に
関
す
る
鏡
花
の
説
が
紹
介
さ
れ
た
。
 典
拠

「
灰
皿
」
（「
時
事
新
報
」
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日
付
朝
刊
四
面
）
＊
□
は
欠
字
。
紅
葉
、
露
、
袋
、
漱
石
、
□
［
鏡
］
花
□
□
［
荷
］
風
潤
一
郎
寛
と
文
壇
の
勢
力
も
明
治
此
の
方
目
ま
ぐ
る
し
い
幾
変
遷
を
重
ね
来
た
◇
従
つ
て
、
読
者
の
嗜
好
も
「
金
色
夜
叉
」
か
ら
「
蒲
団
」
に
「
蒲
団
」
か
ら
「
猫
」
に
「
猫
」
か
ら
「
刺
青
」
そ
れ
か
ら
「
受
難
華
」
に
と
移
り
変
り
に
忙
は
し
か
つ
た
か
は
り
に
、
ど
う
や
ら
文
芸
趣
味
も
一
般
に
普
及
し
て
今
で
は
大
抵
の
片
田
舎
へ
行
つ
て
も
久
米
と
か
芥
川
と
か
の
名
前
が
き
こ
え
る
や
う
に
な
つ
た
◇
処
で
問
題
は
、
そ
れ
ぢ
や
ど
れ
だ
け
彼
ら
の
文
芸
に
対
す
る
理
解
が
進
ん
で
来
た
か

と
い
ふ
事
に
な
る
が
、
泉
鏡
花
先
生
の
説
に
よ
る
と
、
そ
の
進
歩
の
度
合
は
凡
そ
次
の
如
く
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
◇
た
と
へ
て
い
ふ
と
、
以
前
は
よ
く
料
理
屋
の
女
中
な
ど
が
、
相
手
を
作
者
だ
と
知
る
と
「
私
の
今
ま
で
の
身
上
な
ん
か
、
本
当
に
小
説
よ
り
も
波
瀾
が
多
い
位
よ
」
て
な
感
慨
を
ふ
り
廻
し
て
作
者
に
自
分
の
身
上
話
を
、
小
説
の
材
料
に
と
の
親
切
か
ら
諄
々
と
し
て
説
き
出
し
た
も
の
だ
◇
と
こ
ろ
が
近
頃
は
片
田
舎
の
温
泉
場
の
女
中
で
も
そ
ん
な
こ
と
は
云
は
な
い
、
て
ん
づ
け
小
説
家
と
見
る
と
、
あ
べ
こ
べ
に
ネ
タ
に
な
る
前
の
小
説
家
の
受
難
話
で
も
お
先
に
失
敬
し
や （マ
マ
）う
と
い
ふ
進
歩
の
仕
方
だ
と
云
ふ
。
 注
記

鏡
花
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
以
前
な
ら
身
上
話
を
売
り
込
ん
だ
女
中
が
、
今
は
逆
に
小
説
家
の
受
難
話
を
失
敬
し
て
売
り
出
そ
う
と
す
る
に
至
っ
た
変
化
の
あ
り
さ
ま
だ
が
、
か
つ
て
鏡
花
は
、
も
と
長
野
の
芸
妓
小
林
栄
子
の
自
伝
『
流
転
の
は
じ
め
』
（
須
原
啓
興
社
、
大
正
五
年
十
二
月
五
日
）
に
「
序
」
を
寄
せ
て
お
り
、
自
ら
も
身
上
話
の
売
り
込
み
と
出
版
に
関
与
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
こ
の
経
緯
は
、
手
塚
昌
行
「
鏡
花
の
小
林
栄
子
著
流
転
の
は
じ
め
序
に
つ
い
て
」
「
日
本
古
書
通
信
」
七
三
四
七
三
五
号
、
平
成
二
年
九
月
十
五
日
十
月
十
五
日
、
に
詳
し
い
）。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
癸
酉
六
十
一
歳
十
月
十
八
日
、
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
中
央
放
送
局
（
Ｊ
О
Ａ
Ｋ
第
一
放
送
）
で
家
庭
大
学
講
座
「
こ
ま
か
い
話
」
と
題
し
ラ
ジ
オ
放
送
を
し
た
。
同
日
付
「
都
新
聞
」
（
朝
刊
六
面
）
に
そ
の
内
容
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
。
 典
拠
1
「
ラ
ヂ
オ
本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（「
都
新
聞
」
昭
和
八
年
十
月
十
八
日
付
朝
刊
六
面
）
◇
後
〇
、
四
〇
ニ
ユ
ー
ス
◇
後
二
、
〇
〇
家
庭
大
学
講
座
「
こ
ま
か
い
話
」
泉
鏡
花
◇
後
三
、
四
〇
気
象
通
報

典
拠
2
「
家
庭
大
学
講
座
後
二
時
珍
ら
し
や
泉
鏡
花
老
『
こ
ま
か
い
話
』
の
放
送
振
鷺
亭
の
人
情
本
か
ら
」
（
同
右
）
＊
文
中
の
仕
切
り
の
罫
線
を
「
＊
」
に
変
え
る
。
私
は
、
江
戸
時
代
の
振
鷺
亭
の
書
き
ま
し
た
人
情
本
の
一
節
を
取
り
出
し
ま
し
て
、
そ
の
中
に
出
て
来
る
人
物
会
話
等
を
、
異
な
つ
た
時
代
に
、
他
の
作
者
の
書
き
ま
し
た
同
じ
様
な
場
面
と
比
較
し
て
、
其
作
風
に
現
れ
た
人
物
、
会
話
等
の
細
か
い
点
に
就
い
て
、
御
話
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し
て
見
た
い
と
思
ひ
ま
す＊
先
づ
振
鷺
亭
に
就
き
、
そ
の
伝
記
を
少
し
く
御
話
し
て
見
ま
せ
う
、
彼
は
徳
川
末
期
の
読
本
、
黄
表
紙
の
作
者
猪
刈
貞
居
、
通
称
与
兵
衛
と
云
ふ
、
家
主
の
息
子
で
、
文
学
、
絵
画
を
好
み
殊
に
画
は
鳥
居
清
長
に
就
い
て
、
相
当
画
い
た
や
う
で
す
、
文
学
の
方
で
は
山
東
京
伝
に
私
淑
し
、
洒
落
本
「
自
惚
う
ぬ
ぼ
れ
鏡 か
ゞ
み」
（
寛
政
元
年
）
が
処
女
作
で
、
爾
来
、
洒
落
本
、
読
本
、
黄
表
紙
、
合
巻
本
と
可
な
り
多
数
を
発
表
し
ま
し
た
＊
そ
の
洒
落
本
の
中
に
、
深
川
の
題
材
の
多
い
の
は
、
彼
の
出
入
し
た
遊
里
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
、
特
に
「
自
惚
鏡
」
は
、
相
撲
の
取
組
の
如
く
、
遊
女
と
客
と
を
取
り
扱
つ
た
構
想
で
、
当
時
と
し
て
は
斬
新
で
あ
つ
た
の
で
、
京
伝
も
之
を
模
倣
し
た
位
で
す
（
傾
城
買
四
十
八
手
な
ど
は
此
の
例
）
＊
私
が
今
お
話
す
る
の
は
「
寒 か
ん
紅 べ
に
丑
日
待 ま
ち
」
上
下
二
冊
本
の
一
部
に
就
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
之
は
歌
川
国
直
の
挿
画
で
、
跋
文
に
は
「
文
化
丙
子
春
塩
浜
別
邸
円
窓
下
に
題
す
」
と
し
て
あ
り
ま
す
、
此
の
本
の
扉
に
、
表
題
の
所
以
が
し
る
し
て
あ
り
ま
す
寒
中
丑
の
日
の
紅
を
、
丑
紅
と
て
好
と
す
る
と
云
ふ
事
、
婦
女
の
習
ひ
に
て
、
丑
の
日
を
用
ゐ
る
こ
と
、
如
何
な
る
故
な
る
か
知
ら
ず
、
又
丑
の
日
丑
の
刻
に
、
丑
待
ち
と
云
ふ
事
を
す
れ
ば
、
将
来
ゆ
く
す
え
の
栄
枯
得
失
の
分
形
あ
り
さ
ま
、
夢
幻
と
も
な
く
目
に
見
る
と
云
ふ
こ
と
、
妄
語
に
や
あ
ら
ん
な
れ
ど
、
あ
る
老
婆
の
物
語
り
け
る
が
、
面
白
さ
に
趣
を
加
へ
て
、
作
意
と
も
な
し
云
々
＊
右
の
様
な
理
由
わ
け
で
、
あ
る
大
名
の
奥
勤
め
の
女
中
が
、
精
進
潔
斎
し
て
丑
日
待
を
す
る
の
で
す
が
、
此
の
女
中
は
、
源
氏
の
花
の
宴
に
な
ぞ
ら
へ
た
お
花
を
初
め
、
関
屋
、
花
紫
、
胡
蝶
の
四
人
で
す
、
そ
し
て
お
花
は
「
面
白
い
こ
と
」
関
屋
は
「
口
惜
し
い
事
」
花
紫
は
「
嬉
し
い
事
」
胡
蝶
は
「
芽
出
度
い
事
」
を
各
々
幻
に
見
る
の
で
す
が
、
此
の
中
関
屋
の
件
り
が
、
大
変
面
白
く
書
か
れ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
此
の
処
を
比
較
し
て
見
よ
う
と
思
ひ
ま
す
＊
之
は
江
戸
時
代
に
は
、
極
有
触
れ
た
話
で
せ
う
が
、
手
習
ひ
師
匠
の
浪
人
に
、
一
人
の
美
人
の
娘
が
あ
つ
た
の
で
す
が
、
資
産
家
の
倅
に
見
染
ら
れ
て
、
嫁
に
行
く
事
に
な
り
ま
し
た
、
と
こ
ろ
が
、
此
の
資
産
家
の
番
頭
が
そ
の
以
前
、
此
の
娘
を
妾
に
し
た
い
と
、
人
を
入
れ
て
頼
ん
で
断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
此
の
娘
が
、
嫁
に
来
る
と
、
番
頭
は
誠
に
困
る
の
で
、
悪
い
下
働
き
の
婆
を
そ
ゝ
の
か
し
て
、
娘
が
銭
湯
に
入
つ
た
と
き
、
一
緒
に
婆
を
入
り
合
は
さ
せ
、
嫁
入
先
の
御
新
造
の
簪
を
ひ
そ
か
に
ぬ
い
て
、
娘
の
着
物
の
袖
に
入
れ
、
濡
れ
衣
を
着
せ
る
の
で
す＊
之
は
湯
屋
の
釜
番
が
見
て
ゐ
た
の
で
後
に
娘
が
書
置
を
残
し
て
、
自
害
し
よ
う
と
す
る
所
に
か
け
つ
け
、
八
方
円
満
に
治
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
で
も
よ
い
事
、
銭
湯
に
於
い
て
悪
婆
が
「
簪
が
な
く
な
つ
た
」
と
騒
ぎ
立
て
、
娘
に
云
ひ
が
ゝ
り
を
つ
け
る
そ
の
言
葉
の
遣
り
取
り
が
、
と
て
も
良
く
書
け
て
ゐ
る
の
で
す
、
之
と
同
じ
場
面
を
取
り
入
れ
た
講
談
が
、
二
つ
許
り
あ
り
ま
す
＊
一
つ
は
仇
討
物
、
も
う
一
つ
は
お
家
騒
動
も
の
で
す
が
、
之
と
細
い
所
を
比
べ
て
見
る

つ
ま
り
「
丑
日
待
」
に
「
お
前
さ
ん
」
と
云
つ
て
ゐ
る
所
を
講
談
の
方
で
は
「
お
ま
へ
」
と
云
つ
た
り
「
姐
さ
ん
」
と
あ
る
所
を
「
あ
の
娘
」
と
云
つ
た
り
し
て
ゐ
る
の
で
す
、
斯
う
云
ふ
細
か
い
所
を
比
較
し
て
、
人
情
本
に
よ
り
、
其
の
時
代
の
文
芸
思
潮
や
社
会
状
態
を
考
へ
て
見
た
い
と
思
ひ
ま
す
、
題
し
て
「
細
か
い
話
」
と
し
て
見
ま
し
た
 注
記

放
送
の
予
報
紹
介
は
各
紙
ラ
ジ
オ
欄
に
あ
る
が
、
な
か
で
も
典
拠
「
都
新
聞
」
が
最
も
詳
し
い
。
お
そ
ら
く
放
送
原
稿
の
提
供
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
談
話
に
準
ず
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
記
事
の
全
文
を
引
用
し
た
。
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振
鷺
亭
（
？
文
化
十
二
年

一
八
一
九
頃
）
は
、
鏡
花
の
随
筆
「
三
十
銭
で
買
へ
た
太
平
記
」
（
大
正
十
五
年
十
一
月
）
中
に
「
陰
惨
遥
に
南
北
を
凌
ぐ
振
鷺
亭
」
云
々
と
出
て
い
る
。
放
送
で
取
上
げ
た
「
寒
紅
丑
日
待
」
（
文
化
十
三
年
）
は
、
現
時
の
研
究
（
棚
橋
正
博
「
振
鷺
亭
年
譜
稿
」
『
読
本
研
究
』
第
十
輯
下
套
、
平
成
八
年
十
一
月
三
十
日
）
に
お
い
て
は
人
情
本
で
は
な
く
、
洒
落
本
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
は
洒
落
本
と
人
情
本
と
の
区
別
が
現
在
ほ
ど
厳
密
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
「
寒
紅
丑
日
待
」
は
「
帝
国
文
庫
」
版
『
校訂
人
情
本
傑
作
集
』
下
巻
（
博
文
館
、
明
治
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
し
、
同
書
の
改
版
で
あ
る
『
人
情
本
傑
作
集
』
（
同
、
昭
和
三
年
五
月
十
五
日
）
の
山
崎
麓
（
当
時
國
學
院
大
学
教
授
）
の
解
題
に
は
、
本
作
が
「
未
だ
人
情
本
の
名
称
が
起
ら
ず
、
作
者
は
洒
落
本
の
つ
も
り
で
あ
り
な
が
ら
、
内
容
外
形
共
に
人
情
本
に
成
り
き
つ
て
居
る
作
品
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
、
鏡
花
も
ま
た
当
時
の
認
識
に
し
た
が
っ
て
講
話
を
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
「
丑
日
待
」
の
こ
と
は
「
草
迷
宮
」
の
三
十
一
章
に
も
出
て
い
る
。
こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
と
「
都
新
聞
」
へ
の
情
報
提
供
は
、
当
時
東
京
中
央
放
送
局
文
芸
課
長
（
昭
和
六
年
八
月
以
来
）
で
あ
り
、
か
つ
小
説
「
町
中
」
を
同
紙
朝
刊
一
面
に
連
載
中
（
八
月
三
十
一
日
十
月
二
十
日
）
で
あ
っ
た
久
保
田
万
太
郎
の
存
在
無
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
鏡
花
の
ラ
ジ
オ
出
演
は
、
大
正
十
四
年
七
月
二
十
七
日
、
同
十
月
三
十
日
に
続
き
三
度
目
で
あ
る
が
、
予
報
通
り
の
一
時
間
四
十
分
を
無
事
に
こ
な
し
た
と
す
れ
ば
、
「
ど
う
も
あ
の
器
械
の
前
に
立
つ
と
、
声
が
吸
ひ
と
ら
れ
て
了
ふ
よ （マ
マ
）う
で
う
ま
く
ゆ
か
ぬ
」
（「
鏡
花
先
生
ラ
ヂ
オ
を
語
る
」
「
時
事
新
報
」
大
正
十
四
年
十
二
月
十
三
日
付
朝
刊
二
面
。
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
一
収
録
。
引
用
は
初
出
）
と
語
っ
た
こ
ろ
よ
り
は
、
よ
ほ
ど
放
送
に
慣
れ
て
き
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
乙
亥
六
十
三
歳
五
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
浅
草
公
園
内
電
気
館
で
、
原
作
を
現
代
に
直
し
た
勝
浦
仙
太
郎
監
督
の
「
稽
古
扇
」（
製
作
新
興
キ
ネ
マ
、
脚
色
陶
山
密
、
撮
影
中
井
朝
一
、
サ
ウ
ン
ド
版
全
十
巻
、
二
二
八
八
ｍ
）
が
封
切
ら
れ
た
（
市
内
の
上
映
館
は
ほ
か
に
、
新
富
座
、
新
宿
帝
国
館
、
麻
布
新
興
館
、
神
楽
坂
牛
込
館
）
。
出
演
は
、
お
藤
＝
伏
見
信
子
、
信
夫
＝
田
中
春
男
、
玉
江
＝
伏
見
直
江
、
紋
次
＝
立
松
晃
、
お
つ
な
＝
野
辺
か
ほ
る
ほ
か
。

典
拠
2
「
日
本
映
画
紹
介
」
（
「
キ
ネ
マ
旬
報
」
五
三
九
号
、
昭
和
十
年
五
月
一
日
）
稽
古
扇
新
興
東
京
原
作
泉
鏡
花
脚
色
陶
山
密
監
督
勝
浦
仙
太
郎
撮
影
中
井
朝
一

配
役
お
藤
（
糸
屋
の
娘
）
伏
見
信
子
船
虫
の
紋
次
（
ハ
マ
の
与
太
者
）
立
松
晃
柏
木
信
夫
（
洋
品
店
の
息
子
）
田
中
春
男
玉
江
（
バ
ア
の
マ
ダ
ム
）
伏
見
直
江
お
つ
な
（
髪
結
紋
二 （マ
マ
）の
母
）
野
辺
か
ほ
る
（
…
）
解
説

「
水
上
心
中
」
を
最
後
に
蒲
田
か
ら
転
社
し
た
勝
浦
仙
太
郎
の
新
興
第
一
回
作
で
、
サ
ウ
ン
ド
版
。
同
じ
く
蒲
田
に
ゐ
た
陶
田 （マ
マ
）密
が
脚
色
に
当
り
、
東
宝
か
ら
転
じ
た
伏
見
信
子
が
第
一
回
主
演
し
て
ゐ
る
。
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典拠1 広告（「読売新聞」昭和十年五月八日付夕刊三面）

典
拠
3
「
新
映
画
評
判
記
稽
古
扇
モ
ダ
ン
化
し
た
鏡
花
の
世
界
」
（
「
都
新
聞
」
昭
和
十
年
五
月
十
一
日
付
七
面
）
成
る
程
、
こ
り
や
泉
鏡
花
の
原
作
だ
つ
た
つ
け
…
…
と
、
そ
う
云
ひ
た
い
程
、
こ
れ
は
鏡
花
老
の
描
く
世
界
か
ら
か
け
離
れ
て
見
え
た
、
（
…
）
勝
浦
仙
太
郎
の
監
督
ぶ
り
に
し
て
も
、
新
興
入
社
第
一
回
と
い
ふ
の
で
大
緊
張
ら
し
く
、
そ
の
効
果
は
出
て
ゐ
る
下
町
物
と
い
ふ
と
兎
角
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
て
ダ
レ
る
、
そ
れ
が
な
い
だ
け
で
も
い
い
伏
見
信
子
の
お
藤
は
主
役
で
も
あ
り
、
一
番
商
売
人
だ
、
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
田
中
春
男
の
信
夫
も
、
立
松
晃
の
紋
次
も
落
ち
る
、
伏
見
直
江
の
玉
枝 （マ
マ
）は
、
バ
ー
の
女
だ
か
ら
い
い
が
、
年
以
上
に
老
け
て
見
え
る
、
他
の
共
演
者
は
失
敬
す
る
、
そ
れ
よ
り
話
題
に
し
た
い
も
の
が
あ
る
か
ら
で
、
そ
れ
は
先
づ
サ
ウ
ン
ド
で
、
相
当
豊
富
で
あ
り
、
選
曲
も
い
い
、
殊
に
踊
り
の
場
面
な
ん
か
同
時
録
音
の
よ
（
マ
マ
）う
な
感
じ
さ
へ
出
せ
た
の
は
感
心
、
撮
影
は
、
殊
に
ロ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
等
は
天
気
を
選
ん
だ
ら
し
く
て
上
等
だ
が
、
国
産
フ
イ
ル
ム
の
せ
い
か
、
強
い
日
ざ
し
で
細
部
の
飛
ん
だ
件
り
が
あ
つ
た
、
然
し
録
音
成
績
は
よ
く
な
つ
た
（
勇
）

典
拠
4
岸
松
雄
「
稽
古
扇
」
（
「
キ
ネ
マ
旬
報
」
五
四
四
号
、
昭
和
十
年
六
月
二
十
一
日
）
＊
「
日
本
映
画
批
評
」
欄
。
稽
古
扇
 サ
ウ
ン
ド
版
十
巻
二
、
二
八
八
米
（
…
）
文
芸
作
品
の
映
画
化
を
忠
実
に
す
べ
し
と
い
ふ
要
求
を
す
る
ぼ
く
で
は
な
い
が
、
原
作
の
精
神
ぐ
ら
ひ （マ
マ
）
ん
で
や
つ
て
も
罰
は
当
る
ま
い
。
だ
が
泉
鏡
花
の
原
作
と
い
ふ
「
稽
古
扇
」
の
ど
こ
に
原
作
者
の
精
神
が
あ
つ
た
ら
う
か
。
脚
色
者
は
、
こ
れ
を
現
代
的
に
粉
飾
し
た
の
で
と
い
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
現
代
的
に
粉
飾
す
る
こ
と
は
、
こ
の
映
画
に
於
け
る
が
如
き
非
現
代
的
な
現
代
を
露
出
す
る
こ
と
で
あ
る
だ
ら
う
か
。
凡
そ
現
代
に
縁
の
遠
い
泉
鏡
花
の
原
作
を
ば
、
い
か
に
現
代
に
ま
で
も
つ
て
来
や （マ
マ
）う
と
し
て
も
、
現
代
に
接
近
す
る
だ
け
で
完
全
に
現
代
化
さ
れ
は
し
な
い
の
だ
。
し
て
見
れ
ば
始
め
か
ら
泉
鏡
花
原
作
な
ど
と
う
た
は
な
け
れ
ば
よ
か
つ
た
で
は
な
い
が
［
か
］。
 注
記

こ
の
映
画
の
解
説
と
し
て
、
佐
藤
忠
男
登
川
直
樹
丸
尾
定
編
『
新
興
キ
ネ
マ
戦
前
娯
楽
映
画
の
王
国
』
（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
平
成
五
年
三
月
三
十
日
）
所
収
「
新
興
キ
ネ
マ
全
作
品
記
録
」
に
「
松
竹
蒲
田
で
池
田
義
信
の
助
監
督
か
ら
監
督
に
昇
進
し
た
勝
浦
仙
太
郎
の
新
興
キ
ネ
マ
入
社
第
1作
で
あ
り
、
東
宝
か
ら
転
社
し
た
伏
見
信
子
の
第
1回
主
演
作
で
あ
る
現
代
風
俗
メ
ロ
ド
ラ
マ
」
と
出
て
い
る
。
新
興
キ
ネ
マ
は
、
大
正
九
年
創
立
の
帝
国
キ
ネ
マ
演
芸
株
式
会
社
が
昭
和
六
年
に
松
竹
資
本
の
傘
下
へ
入
っ
て
出
来
た
会
社
で
、
昭
和
十
七
年
一
月
、
戦
時
下
の
映
画
企
業
統
制
に
よ
り
、
大
都
映
画
、
日
活
映
画
と
と
も
に
大
日
本
映
画
製
作
株
式
会
社
（
大
映
）
に
吸
収
さ
れ
る
ま
で
十
年
余
の
活
動
が
あ
っ
た
。
同
社
の
作
品
で
は
、
溝
口
健
二
監
督
の
「
瀧
の
白
糸
」
（
昭
和
八
年
六
月
一
日
封
切
）
が
初
期
の
傑
作
と
し
て
映
画
史
上
に
名
を
残
す
が
、
登
川
直
樹
が
前
掲
書
で
、
「
新
興
キ
ネ
マ
は
娯
楽
映
画
の
王
国
だ
っ
た
。
大
衆
が
安
心
し
て
娯
し
め
る
映
画
を
作
り
続
け
た
。
昭
和
六
年
か
ら
十
年
間
あ
ま
り
、
日
本
映
画
が
い
ち
ば
ん
充
実
し
た
時
期
に
、
ほ
と
ん
ど
毎
週
二
本
立
て
封
切
り
を
や
っ
て
の
け
た
活
気
あ
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
」
「
当
時
の
日
本
映
画
は
、
女
性
メ
ロ
ド
ラ
マ
を
軸
に
し
た
松
竹
、
力
強
い
時
代
劇
の
日
活
、
途
中
か
ら
加
わ
っ
た
モ
ダ
ン
セ
ン
ス
の
東
宝
が
気
負
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
に
比
べ
れ
ば
グ
ッ
と
く
だ
け
て
気
楽
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
新
興
キ
ネ
マ
の
魅
力
だ
っ
た
。
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
「
瀧
の
白
糸
」
は
社
の
路
線
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
例
外
の
芸
術
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
稽
古
扇
」
の
ほ
う
が
松
竹
傍
系
映
画
会
社
の
新
興
キ
ネ
マ
ら
し
い
作
品
だ
と
い
え
る
。
「
伏
見
信
子
が
お
藤
で
こ
の
踊
り
の
巧
い
糸
屋
の
娘
が
、
洋
品
店
の
息
子
（
田
中
春
男
）
と
恋
仲
と
な
る
が
、
男
に
は
玉
江
が
つ
い
て
離
れ
な
い
。
紋
次
は
お
藤
へ
の
片
思
ひ
か
ら
、
玉
江
を
殺
し
て
、
お
藤
の
幸
福
を
祈
り
捕
は
れ
て
か
ら
脱
走
、
入
水
し
て
果
て
る
。
有
名
な
あ
の
毒
虫
を
呑
ん
で
自
殺
す
る
紋
次
の
面
影
は
勿
論
な
い
。
」
（
「
映
画
と
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演
芸
新
映
画
評
伏
見
姉
妹
共
演
新
興
映
画
泉
鏡
花
原
作
稽
古
扇
」「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
十
年
五
月
九
日
付
朝
刊
七
面
）
と
い
う
内
容
の
映
画
化
を
、
原
作
者
鏡
花
が
ど
の
程
度
関
知
し
て
い
た
の
か
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
稽
古
扇
」
に
関
し
て
は
、
前
年
四
月
花
柳
章
太
郎
一
座
に
よ
る
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
放
送
が
あ
り
、
三
か
月
後
の
七
月
に
花
柳
、
河
合
武
雄
、
喜
多
村
緑
郎
ら
に
よ
る
明
治
座
興
行
が
あ
っ
た
（
い
ず
れ
も
「
年
譜
」
記
載
ず
み
）。
明
治
四
十
五
年
二
月
の
明
治
座
初
演
に
つ
い
て
は
「
年
譜
」
の
記
載
を
「
補
訂
（
十
二
）」
で
補
足
し
た
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
戊
寅
六
十
六
歳
八
月
一
日
、
区
画
整
理
に
よ
る
町
名
変
更
で
、
下
六
番
町
は
六
番
町
に
改
め
ら
れ
、
地
番
も
五
番
地
一
号
と
な
っ
た
。

典
拠
1
「
千
代
田
区
旧
町
各
町
行
政
区
画
変
遷
表
」
（
千
代
田
区
役
所
編
刊
『
千
代
田
区
史
』
中
巻
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
）
＊
当
該
項
目
の
み
摘
記
。
 典
拠
2
訃
報
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
十
四
年
九
月
八
日
付
夕
刊
二
面
）
泉
鏡
花
氏
文
壇
の
耆
宿
泉
鏡
花
氏
（
鏡
太
郎
氏
）
は
七
日
午
後
二
時
四
十
五
分
肺
腫
の
た
め
町
区
六
番
町
五
ノ
一
の
自
宅
で
死
去
し
た
、
享
年
六
十
七
 注
記

立
項
の
き
っ
か
け
は
、
典
拠
2に
も
あ
る
よ
う
に
、
主
要
紙
の
訃
報
記
事
の
住
所
が
「
六
番
町
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
由
る
。
た
だ
し
「
都
新
聞
」
（
九
月
八
日
付
朝
刊
三
面
）
は
「
下
六
番
町
十
三
」
、
「
報
知
新
聞
」
（
同
日
付
朝
刊
七
面
）
は
「
下
六
番
町
五
の
一
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
正
確
を
欠
く
。
関
東
大
震
災
後
に
順
次
進
め
ら
れ
た
区
画
整
理
に
よ
る
町
名
変
更
は
、
逝
去
の
一
年
あ
ま
り
前
に
実
施
さ
れ
、
当
地
の
現
在
の
町
名
表
示
も
「
六
番
町
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
典
拠
1「
変
遷
表
」
に
拠
れ
ば
、
明
治
二
年
に
武
家
地
を
表
貳
番
町
と
し
、
こ
れ
を
明
治
五
年
に
下
六
番
町
と
し
て
以
来
の
三
代
六
十
六
年
に
お
よ
ぶ
町
名
が
こ
の
時
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
町
名
地
番
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
万
太
郎
の
「
下
六
番
町
の
先
生
」
（「
中
央
公
論
」
五
十
四
年
十
号
、
昭
和
十
四
年
十
月
一
日
）
の
冒
頭
に
、
町
下
六
番
町
十
一
。
と
い
つ
た
の
は
む
か
し
の
こ
と
で
、
い
ま
は
、
六
番
町
五
の
一
。
五
の
一
と
い
つ
て
も
五
丁
目
一
番
地
で
は
な
い
、
五
番
地
の
一
号
で
あ
る
。
が
、
永
い
間
の
な
じ
み
で
、
た
ゞ
さ
う
六
番
町
と
い
つ
た
の
で
は
気
が
す
ま
な
い
。
だ
か
ら
、
下
六
番
町
と
い
ま
で
も
わ
た
く
し
は
「
下
」
と
つ
け
る
。
…
…
従
つ
て
、
五
の
一
と
も
、
五
番
地
の
一
号
と
も
書
か
な
い
で
、
十
一
、
あ
る
ひ
は
、
十
一
番
地
と
純
情
に
書
く
。
郵
便
局
で
い
や
な
顔
を
し
た
つ
て
か
ま
は
な
い
。
と
出
て
い
る
。
町
名
変
更
以
降
に
出
さ
れ
た
鏡
花
の
書
簡
は
、
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
発
信
の
住
所
を
ど
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
た
の
か
判
ら
な
い
。
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上
六
番
町
中
六
番
町
下
六
番
町
町
名
昭
和
四
年
二
月
（
一
九
二
九
）
 区
画
整
理
町
名
変
更
前
	
（
一
円
）
三
番
町
（
一
円
）
四
番
町
（
一
円
）
六
番
町
町
名
区
画
整
理
に
依
る
町
名
変
更八、
七
、
一
一
三
、
八
、
一
一
三
、
八
、
一
変
更
年
月
日
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
己
卯
六
十
七
歳
三
月
二
日
、
泉
す
ず
は
召
集
さ
れ
て
外
地
（
中
国
）
に
在
る
佐
藤
観
次
郎
宛
に
手
紙
を
出
し
た
。
佐
藤
は
四
月
二
日
に
江
西
省
の
津
街
き
ゅ
う
し
ん
が
いで
こ
れ
を
受
取
っ
た
。

典
拠

佐
藤
観
次
郎
『
自
動
車
部
隊
』
（
高
山
書
院
、
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
日
）
＊
第
三
「
内
地
か
ら
の
手
紙
」
の
一
節
。
泉
す
ゞ
（
泉
鏡
花
氏
夫
人
）
春
寒
の
折
か
ら
御
元
気
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
よ
し
お
よ
ろ
こ
び
申
上
ま
す
。
毎
々
お
た
よ
り
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
存
じ
上
ま
す
。
御
返
事
も
申
上
ま
せ
ん
で
ま
こ
と
に
失
礼
ば
か
り
、
ど
う
ぞ
御
ゆ
る
し
下
さ
い
ま
し
。
お
寒
い
な
ぞ
と
申
ま
し
て
申
訳
が
御
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
東
京
も
ま
た
な
か

お
寒
う
御
ざ
い
ま
す
。
あ
な
た
様
も
ど
う
ぞ

御
か
ら
だ
を
御
大
切
に
遊
ば
し
て
下
さ
い
ま
し
。
主
人
よ
り
も
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
申
上
居
り
ま
す
。
今
日
三
越
よ
り
お
そ
ま
つ
な
物
を
御
送
り
致
し
ま
し
た
。
何
か
お
口
に
あ
い
ま
す
物
が
御
ざ
い
ま
す
れ
ば
お
う
れ
し
い
こ
と
ゝ
存
じ
上
ま
す
。
ほ
ん
と
に
御
送
り
致
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
物
は
い
つ
も
新
聞
で
拝
見
致
し
ま
す
、
皆
様
が
ほ
し
が
つ
て
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
水
道
の
水
で
御
ご （マ
マ
）ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ば
か
り
は
わ
け
の
な
い
事
で
何
と
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
思
ふ
ば
か
り
で
ぢ
れ
つ
た
く
な
り
ま
す
。
か
へ
す

゛
も
ど
う
ぞ
御
か
ら
だ
を
御
大
切
に
。
三
月
二
日
受
信
地
津
街
（
昭
和
十
四
年
四
月
二
日
）
 注
記

す
ず
が
主
人
に
代
っ
て
手
紙
を
送
っ
た
佐
藤
観
次
郎
（
明
治
三
十
四
年
八
月
十
九
日
生
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
日
歿
、
享
年
七
十
）
は
、
愛
知
県
出
身
、
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
昭
和
五
年
中
央
公
論
社
に
入
り
、
九
年
か
ら
十
一
年
ま
で
「
中
央
公
論
」
編
集
長
、
十
三
年
に
石
川
達
三
の
「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
筆
禍
事
件
で
休
職
、
終
戦
ま
で
三
度
、
の
べ
五
年
間
に
わ
た
る
召
集
を
受
け
、
戦
後
は
日
本
社
会
党
衆
議
院
議
員
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。
佐
藤
が
「
私
が
泉
鏡
花
先
生
と
親
し
く
な
っ
た
の
は
、
水
上
、
久
保
田
両
氏
の
お
陰
で
あ
っ
た
。
私
が
泉
先
生
に
晩
年
に
至
る
、
非
常
に
好
意
を
持
た
れ
、
特
別
な
交
情
を
願
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
水
上
氏
の
陰
な
が
ら
の
推
薦
と
思
っ
て
い
る
。
」
（
「
水
上
滝
太
郎
の
自
由
の
す
が
た
」
『
編
集
長
の
回
想
』
東
京
書
房
、
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
鏡
花
と
の
辱
知
を
得
た
の
は
水
上
瀧
太
郎
へ
の
親
炙
に
由
る
の
で
あ
る
。
『
自
動
車
部
隊
』
（
装
丁
安
井
曾
太
郎
）
は
、
昭
和
十
三
年
三
月
に
応
召
、
石
井
（
栄
次
中
佐
）
部
隊
の
本
部
付
主
計
少
尉
と
し
て
従
軍
し
た
記
録
で
、
召
集
を
解
か
れ
た
の
は
十
五
年
五
月
で
あ
っ
た
。
書
中
「
内
地
か
ら
の
手
紙
」
は
、
泉
す
ず
を
含
め
て
、
全
六
十
五
氏
の
書
簡
を
到
着
順
に
収
録
し
た
章
で
、
志
賀
直
哉
を
最
初
に
、
職
業
柄
、
丹
羽
文
雄
、
石
川
達
三
、
矢
田
津
世
子
、
井
伏
鱒
二
、
芹
澤
光
治
良
、
菊
池
寛
、
尾
崎
士
郎
、
宮
本
百
合
子
、
大
仏
次
郎
ら
の
作
家
の
も
の
を
多
く
含
み
、
最
後
に
部
隊
長
石
井
中
佐
の
来
簡
を
置
く
。
佐
藤
が
す
ず
か
ら
の
手
紙
を
受
取
っ
た
「
津
街
」
は
現
在
の
江
西
省
九
江
市
永
修
県
津
鎮
で
あ
る
。
本
項
、
佐
藤
の
著
書
に
つ
い
て
は
、
片
山
宏
行
氏
「
菊
池
寛
の
手
紙
佐
藤
観
次
郎
宛
書
簡
を
め
ぐ
り
」
（「
文
芸
も
ず
」
十
号
、
平
成
二
十
一
年
八
月
十
五
日
）
に
よ
り
教
え
ら
れ
た
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
己
卯
六
十
七
歳
九
月
六
日
、
久
保
田
万
太
郎
は
明
治
座
十
月
興
行
「
三
枚
続
」
の
件
に
つ
き
番
町
に
電
話
を
か
け
、
松
竹
の
関
係
者
が
訪
問
し
た
か
を
訊
ね
た
。
電
話
に
は
す
ず
夫
人
が
出
た
。

典
拠

久
保
田
万
太
郎
「
露
寒
の
記
」
（
「
日
本
評
論
」
十
四
年
十
二
号
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
一
日
。
の
ち
『
八
重
一
重
』
小
山
書
店
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
、
に
収
録
）
＊
引
用
は
初
出
。
十
月
の
明
治
座
の
『
三
枚
続
』
上
演
は
、
先
生
の
お
亡
り
に
な
つ
た
の
を
み
か
け
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
先
生
の
お
亡
り
に
な
る
ま
へ
、
す
で
に
、
喜
多
村
の
愛
吉
、
水
谷
八
重
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子
の
お
夏
で
や
る
こ
と
に
き
ま
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
げ
ん
に
、
お
亡
り
に
な
る
三
日
ま
へ
、
わ
た
く
し
は
、
松
竹
の
高
橋
歳
雄
氏
か
ら
演
出
の
交
渉
を
う
け
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
、
嘗
て
の
、
『
日
本
橋
』
『
湯
島
詣
』
『
白
鷺
』
の
と
き
と
お
な
じ
く
、
喜
ん
で
承
知
し
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
今
度
こ
そ
脚
色
者
の
巌
谷
三
一
君
に
、
事
前
に
先
生
を
お
訪
ね
し
、
ま
づ
以
て
先
生
の
御
意
見
を
う
か
ゞ
ひ
、
場
割
そ
の
他
、
す
べ
て
先
生
の
お
指
図
に
従
ふ
や
う
に
と
条
件
を
つ
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
（
…
）
『
え
ゝ
、
早
速
、
巌
谷
さ
ん
に
行
つ
て
も
ら
ひ
ま
せ
う
。』
高
橋
さ
ん
は
す
ぐ
承
知
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
日
隔
い
て
‥
‥
六
日
の
日
‥
‥
わ
た
く
し
は
、
先
生
の
と
こ
ろ
へ
念
の
た
め
、
松
竹
か
ら
だ
れ
か
う
か
ゞ
つ
た
ら
う
か
と
電
話
を
か
け
ま
し
た
。
と
、
奥
さ
ん
が
出
て
お
い
で
に
な
つ
て
、
ま
だ
ど
な
た
も
お
み
え
に
な
り
ま
せ
ん
、
さ
う
い
ふ
御
返
事
で
し
た
。
そ
れ
で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
す
な
は
ち
話
を
転
じ
て
、
『
先
生
し
か
し
、
い
か
ゞ
で
す
か
、
そ
の
後
？
‥
‥
』
手
紙
な
ら
ば
、
と
り
も
直
さ
ず
「
末
な
が
ら
」
の
、
き
は
め
て
御
懇
意
づ
く
に
、
さ
う
い
つ
た
お
見
舞
の
言
葉
を
い
つ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 注
記

「
三
枚
続
」
は
鏡
花
逝
去
の
翌
月
十
月
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
明
治
座
三
番
目
狂
言
と
し
て
上
場
さ
れ
た
。
巌
谷
三
一
脚
色
、
久
保
田
万
太
郎
監
督
（
演
出
）、
小
村
雪
岱
装
置
、
鏑
木
清
方

小
村
雪
岱
意
匠
考
証
に
よ
り
、
続
編
「
式
部
小
路
」
ま
で
を
含
ん
だ
内
容
の
六
幕
十
一
場
を
、
お
夏
＝
水
谷
八
重
子
、
愛
吉
＝
喜
多
村
緑
郎
、
お
賤
＝
河
合
武
雄
、
山
の
井
光
起
＝
伊
井
友
三
郎
、
加
茂
川
亘
＝
小
堀
誠
、
遠
山
金
之
助
＝
藤
村
秀
夫
ほ
か
が
演
じ
た
（
以
上
「
明
治
座
十
月
興
行
筋
書
」「
演
劇
新
派
」
七
巻
十
号
、
昭
和
十
四
年
十
月
五
日
、
を
参
照
）。
伊
原
青
々
園
の
劇
評
（
「
二
つ
に
割
れ
た
新
派
明
治
座
」
「
都
新
聞
」
昭
和
十
四
年
十
月
六
日
付

朝
刊
七
面
）
に
は
「
喜
多
村
が
立
役
の
職
人
で
タ
ン
カ
を
切
る
の
が
呼
び
物
だ
し
、
水
谷
が
主
役
の
お
夏
で
絵
草
子
店
へ
軍
鶏
を
抱
い
て
出
て
来
る
所
や
、
氷
川
坂
で
籠
を
負
う
て
現
れ
た
所
は
、
口
絵
の
抜
け
出
た
や
う
な
美
し
さ
を
感
ず
る
、
そ
の
絵
草
子
店
で
軍
鶏
が
夜
鳴
き
す
る
件
に
原
作
者
の
匂
ひ
は
あ
る
が
、
鏡
花
氏
の
作
を
芝
居
で
見
せ
る
と
、
あ
の
名
文
の
高
い
香
味
が
薄
ら
い
で
、
現
実
に
遠
い
筋
の
無
理
だ
け
が
残
る
や
う
に
思
は
れ
て
成
ら
ぬ
」
と
あ
る
。
「
三
枚
続
」
単
独
の
上
演
は
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
補
訂
（
十
三
）」
明
治
四
十
三
年
七
月
の
項
に
お
い
て
、
「
湯
島
詣
」
の
改
作
「
み
じ
か
夜
」
（
小
島
孤
舟
脚
色
）
と
「
三
枚
続
」
を
綯
交
ぜ
に
し
た
「
草
枕
」
（
京
都
明
治
座
）
と
、
こ
れ
を
改
題
し
た
「
夏
木
立
」
（
京
都
岩
神
座
）
が
そ
れ
ぞ
れ
上
演
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
辛
巳
歿
後
二
年
八
月
こ
の
月
、
柳
田
泉
は
勝
本
清
一
郎
の
案
内
で
、
中
央
公
論
社
版
『
尾
崎
紅
葉
全
集
』
編
輯
に
関
わ
っ
て
、
紅
葉
の
鏡
花
宛
書
借
用
の
た
め
、
番
町
に
泉
す
ず
を
訪
ね
た
。

典
拠

柳
田
泉
「
鏡
花
伝
き
ゝ
が
き
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
八
巻
四
号
、
昭
和
十
八
年
四
月
一
日
）
明
け
た
の
で
一
昨
年
に
な
る
が
、
昭
和
十
六
年
の
八
月
、
勝
本
清
一
郎
氏
の
案
内
で
泉
鏡
花
未
亡
人
を
二
回
ほ
ど
お
訪
ね
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
、
当
面
の
用
向
と
し
て
は
、
鏡
花
の
師
尾
崎
紅
葉
の
全
集
編
纂
に
つ
い
て
、
紅
葉
か
ら
鏡
花
あ
て
ゞ
来
て
ゐ
る
書
類
を
借
り
る
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
つ
い
で
に
、
わ
た
し
は
、
鏡
花
に
つ
い
て
の
雑
談
と
い
つ
た
や
う
な
も
の
を
未
亡
人
か
ら
聞
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
聞
く
が
ま
ゝ
に
、
そ
の
席
で
大
要
を
記
し
て
帰
つ
た
。
 注
記

中
央
公
論
社
版
『
尾
崎
紅
葉
全
集
』
は
、
勝
本
清
一
郎
塩
田
良
平
本
間
久
雄
柳
田
泉
を
主
な
編
纂
委
員
と
し
、
全
十
巻
予
定
で
あ
っ
た
が
、
五
巻
、
六
巻
、
九
巻
の
三
巻
の
み
刊
行
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さ
れ
て
中
絶
し
た
。
「
書
」
は
内
容
見
本
で
は
第
九
巻
に
収
録
予
定
の
と
こ
ろ
、
「
十
千
万
堂
日
録
」
等
を
収
め
た
第
九
巻
（
昭
和
十
七
年
九
月
十
五
日
）
に
は
収
録
さ
れ
ず
、
同
書
巻
末
の
「
総
目
次
」
で
は
随
筆
、
俳
句
と
と
も
に
第
八
巻
に
変
更
さ
れ
た
も
の
の
、
未
刊
に
終
っ
た
。
そ
の
後
、
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
第
十
二
巻
（
平
成
七
年
九
月
二
十
七
日
）
に
、
書
簡
四
六
二
通
が
収
録
さ
れ
た
。
勝
本
が
柳
田
の
案
内
役
に
立
っ
た
の
は
、
「
三
田
文
学
」
の
同
人
と
し
て
水
上
瀧
太
郎
に
親
炙
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
壬
午
歿
後
三
年
八
月
十
一
日
、
午
前
十
時
よ
り
湯
島
天
神
境
内
で
「
泉
鏡
花
筆
塚
」
の
起
工
式
が
あ
り
、
泉
す
ず
と
寺
木
定
芳
夫
妻
が
列
し
た
。
九
月
七
日
、
四
周
忌
の
こ
の
日
午
後
四
時
よ
り
、
筆
塚
の
竣
工
式
が
あ
り
、
泉
す
ず
は
じ
め
、
岡
田
八
千
代
、
久
保
田
万
太
郎
、
里
見
弴
、
笹
川
臨
風
、
三
宅
正
太
郎
、
室
積
徂
春
、
寺
木
定
芳
ら
「
七
日
会
」
の
人
々
、
親
戚
知
己
二
十
余
名
が
参
列
し
た
。

典
拠
1
一
門
下
生
「
思
ひ
出
話
番
町
の
先
生
」
（
「
鏡
花
全
集
月
報
」
二
十
五
号
、
昭
和
十
七
年
十
月
）
＊
第
二
巻
附
録
。
刊
行
日
記
載
な
し
。
鏡
花
筆
塚
の
建
立
が
漸
く
関
係
諸
官
署
の
許
可
を
得
た
。
谷
中
の
石
六
事
高
橋
六
太
郎
君
が
一
切
の
石
工
事
を
担
任
す
る
事
に
な
つ
た
。
（
…
）
八
月
上
旬
、
泉
鏡
花
筆
塚
と
墨
痕
淋
漓
た
る
も
の
が
出
来
上
つ
た
。
直
に
石
面
彫
刻
に
か
ゝ
り
、
そ
れ
も
出
来
上
つ
た
の
で
、
八
月
十
一
日
午
前
十
時
湯
島
天
神
公
園
に
於
て
其
の
起
工
式
が
厳
肅
に
挙
行
さ
れ
た
。
（
…
）
起
工
式
に
は
わ
ざ
と
誰
方
に
も
御
通
知
は
だ
さ
ず
、
奥
様
と
一
門
下
生
夫
妻
だ
け
が
参
列
し
た
。
然
し
湯
島
公
園
の
午
前
十
時
と
い
ふ
の
で
、
通
り
が
か
り
の
人
な
ぞ
が
相
当
大
勢
立
止
つ
て
賑
や
か
に
見
物
は
し
て
ゐ
た
。
都
新
聞
が
、
い
ち
早
く
聞
き
つ
け
て
前
日
の
夕
刊
に
も
書
い
た
し
、
当
日
も
写
真
部
と
社
会
部
記
者
が
見
え
て
、
十
二
日
の
朝
刊
に
は
其
の
記
事
と
奥
様
が
御
参
列
の
う
し
ろ
姿
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
た
。
（
…
）
竣
工
式
即
ち
除
幕
式
と
い
つ
た
も
の
は
此
の
九
月
七
日
先
生
の
四
周
忌
に
同
処
で
挙
行
さ
れ
た
。

典
拠
2
「
け
ふ
泉
鏡
花
の
筆
塚
起
工
式
」
（
「
都
新
聞
」
昭
和
十
七
年
八
月
十
二
日
付
夕
刊
二
面
）
＊
発
行
は
十
一
日
夕
。
泉
鏡
花
逝
い
て
四
年

故
人
の
門
下
生
寺
木
定
芳
、
久
保
田
万
太
郎
氏
等
の
奔
走
で
鏡
花
の
子
供
時
代
か
ら
縁
り
の
深
い
本
郷
湯
島
天
神
境
内
の
静
か
な
緑
陰
の
池
畔
に
筆
塚
を
建
て
る
こ
と
に
な
り
十
一
日
午
前
十
時
こ
れ
が
起
工
式
を
未
亡
人
し
づ
（
マ
マ
）
子
 六
二
さ
ん
始
め
寺
木
氏
等
の
手
で
行
つ
た
、
竣
工
式
は
来
る
九
月
七
日
の
命
日
に
挙
行

典
拠
3
「
泉
鏡
花
の
筆
塚
き
の
ふ
竣
工
式
」
（
「
都
新
聞
」
昭
和
十
七
年
九
月
八
日
付
朝
刊
七
面
）
既
報
、
文
豪
泉
鏡
花
の
四
周
忌
に
当
る
七
日
、
鏡
花
が
生
前
愛
用
の
筆
墨
数
百
本
を
埋
め
た
筆
塚
の
竣
工
式
が
「
婦
系
図
」
や
「
湯
島
詣
で （マ
マ
）」
で
故
人
に
由
縁
の
地
湯
島
天
神
の
境
内
で
行
は
れ
た
式
は
午
後
四
時
す
ゞ
子
未
亡
人
を
始
め
里
見
弴
、
笹
川
臨
風
、
三
宅
正
太
郎
、
岡
田
八
千
代
、
室
積
徂
春
、
寺
木
定
芳
氏
ら
七
日
会
の
人
々
や
親
戚
知
己
廿
余
名
が
参
列
し
て
営
ま
れ
た
が
こ
の
筆
塚
の
碑
の
正
面
に
は
「
泉
鏡
花
筆
塚
」
裏
面
に
は
「
鏡
花
生
前
愛
用
せ
る
と
こ
ろ
の
筆
墨
を
あ
つ
め
石
を
建
て
ゝ
之
を
表
す
」
と
何
れ
も
笹
川
臨
風
氏
の
達
筆
を
彫
つ
た
も
の
で
あ
る
、
な
ほ
三
田
慶
大
図
書
館
に
設
置
計
画
中
の
「
鏡
花
室
」
は
藤
原
工
大
の
谷
口
吉
郎
教
授
が
構
築
を
引
受
け
準
備
を
進
め
て
ゐ
る
（
写
真
は
筆
塚
と
す
ゞ
子
未
亡
人
）
 注
記

典
拠
1に
は
「
都
新
聞
が
、
い
ち
早
く
聞
き
つ
け
て
前
日
の
夕
刊
に
も
書
い
た
し
」
と
あ
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
同
紙
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
は
、
八
月
十
一
日
付
夕
刊
に
は
該
当
―54―
す
る
記
事
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
「
十
二
日
の
朝
刊
」
と
あ
る
の
は
、
典
拠
2の
と
お
り
同
日
付
夕
刊
の
誤
り
で
あ
る
。
典
拠
2に
、
寺
木
と
と
も
に
建
立
に
当
っ
て
奔
走
し
た
と
い
う
久
保
田
万
太
郎
は
、
典
拠
3
に
は
名
前
が
無
い
が
、
寺
木
の
評
伝
鈴
木
祥
井
著
『
寺
木
だ
あ
！
』
（
財
団
法
人
口
腔
保
健
協
会
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
日
）
に
収
録
の
写
真
（
一
五
九
頁
）
に
は
、
久
保
田
が
子
息
の
耕
一
と
と
も
に
写
っ
て
い
る
の
が
確
め
ら
れ
る
の
で
、
本
文
に
記
し
た
。
「
七
日
会
」
は
鏡
花
の
命
日
に
ち
な
む
近
親
者
の
会
。
起
工
式
に
参
列
し
た
寺
木
夫
人
貞
子
（
旧
姓
牛 う
し
円 ま
る
。
明
治
二
十
九
年
五
月
二
十
八
日
生
、
昭
和
五
十
七
年
十
月
十
八
日
歿
、
享
年
八
十
七
）
は
も
と
新
劇
の
女
優
衣
川
孔
雀
。
大
正
二
年
三
月
、
近
代
劇
協
会
第
二
回
公
演
の
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
の
グ
レ
エ
ト
ヘ
ン
役
で
初
舞
台
に
立
ち
、
訳
者
森
外
の
高
い
評
価
を
得
て
活
躍
し
た
が
、
大
正
六
年
に
引
退
。
近
代
劇
協
会
の
上
山
草
人
の
愛
人
と
な
っ
た
彼
女
が
彼
の
手
を
逃
れ
て
寺
木
の
許
に
奔
る
経
緯
は
、
草
人
の
著
『
獄
』
（
新
潮
社
、
大
正
七
年
十
月
二
十
日
）
に
詳
し
い
が
、
生
田
長
江
、
谷
崎
潤
一
郎
の
序
文
を
も
つ
本
書
は
彼
の
立
場
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
小
説
で
、
事
実
を
述
べ
た
も
の
か
ど
う
か
判
ら
な
い
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
乙
酉
歿
後
六
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
の
空
襲
に
よ
り
、
六
番
町
五
番
一
号
（
モ
ト
下
六
番
町
十
一
番
地
）
の
鏡
花
旧
宅
が
焼
失
し
た
。
夫
人
は
前
年
八
月
、
熱
海
に
疎
開
し
て
い
た
。

典
拠
1
大
佛
次
郎
『
大
佛
次
郎
敗
戦
日
記
』
（
草
思
社
、
平
成
七
年
四
月
三
日
）
＊
〔
〕
内
は
引
用
者
補
。
〔
昭
和
二
十
年
〕
五
月
二
十
八
日
（
…
）
○
里
見
氏
の
東
京
の
家
焼
け
た
り
。
三
男
が
見
に
行
く
。
新
橋
で
降
り
赤
坂
見
附
へ
出
る
に
西
側
ず
っ
と
家
な
し
。
首
相
官
邸
も
焼
け
た
る
由
。
（
…
）
五
月
二
十
九
日
（
…
）
○
里
見
さ
ん
本
と
原
稿
用
紙
を
こ
の
く
ら
い
焼
い
た
と
手
つ
き
で
示
す
。
鏡
花
旧
宅
も
焼
失
、
未
亡
人
は
熱
海
、
し
か
し
机
蔵
書
な
ど
慶
応
図
書
館
に
引
取
ら
れ
お
り
。
こ
こ
が
焼
け
た
こ
と
で
落
胆
せ
し
こ
と
な
ら
ん
と
。

典
拠
2
里
見
弴
の
遠
藤
喜
久
宛
書
簡
（
里
見
弴
『
月
明
の
徑
弴
良
こ
こ
ろ
の
雁
書
』
文
藝
春
秋
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
十
五
日
）
＊〔
〕
内
は
引
用
者
補
。
〔
昭
和
二
十
年
〕
五
月
三
十
一
日
鎌
倉
市
小
町
よ
り
、
上
田
市
諏
訪
形
へ
書
留
今
日
は
お
前
が
東
京
を
去
つ
て
か
ら
丁
度
ひ
と
月
目
の
五
月
日
だ
。
（
…
）
ラ
ヂ
オ
そ
の
他
で
既
に
覚
悟
し
て
ゐ
る
こ
と
ゝ
は
思
ふ
が
、
二
十
五
日
夜
十
一
時
頃
、
番
町
宅
は
遂
に
灰
に
な
つ
た
さ
う
だ
。
同
日
の
夕
方
ま
で
ゐ
て
荷
な
ど
提
げ
て
帰
つ
た
こ
と
は
前
便
で
言
つ
て
や
つ
た
が
、
そ
れ
か
ら
数
時
間
後
に
、
も
う
あ
の
永
年
住
み
馴
れ
た
家
が
な
く
な
つ
て
ゐ
た
と
は
。
ひ
よ
ツ
と
し
た
ら
と
は
思
つ
て
も
、
は
つ
き
り
さ
う
と
も
思
ひ
き
れ
な
か
つ
た
の
だ
が
…
…
。
（
…
）
二
十
六
日
は
不
通
、
二
十
七
日
は
こ
つ
ち
も
少
々
あ
ぶ
な
く
な
つ
て
来
た
の
で
、
藤
原
の
山
上
の
家
に
手
車
一
台
分
の
荷
運
び
を
す
る
先
約
が
あ
つ
た
の
で
、
静
夫
を
代
理
に
上
京
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
番
町
界
隈
見
渡
す
限
り
の
焼
野
原
。
 典
拠
3
泉
名
月
「
鏡
花
の
星
」
（「
本
の
本
」
二
巻
一
号
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日
）
鏡
花
の
番
町
の
家
の
格
子
戸
を
入
っ
て
、
障
子
を
開
け
る
と
、
す
ぐ
部
屋
の
左
側
に
、
積
み
木
を
重
ね
合
わ
せ
た
よ
う
な
幾
何
模
様
の
、
緑
色
の
カ
ー
テ
ン
が
か
か
っ
た
、
天
井
ま
で
あ
る
本
棚
が
あ
っ
た
。
（
…
）
鏡
花
の
書
斎
は
東
に
面
し
た
二
階
の
八
畳
で
あ
っ
た
。
（
…
）
私
の
母
は
、
二
階
の
押
し
入
れ
に
あ
っ
た
本
は
、
お
も
に
、
鏡
花
の
初
版
の
単
行
本
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
番
町
の
家
も
戦
争
の
た
め
、
昭
和
十
九
年
八
月
に
疎
開
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、
鏡
花
の
世
帯
道
具
の
、
車
に
積
ま
れ
た
荷
物
と
一
緒
に
、
『
源
氏
物
語
』
と
題
が
書
い
て
あ
―55―
る
桐
箱
が
、
首
を
傾
げ
、
黒
い
墨
の
文
字
の
眼
を
う
る
ま
せ
な
が
ら
、
車
に
揺
ら
れ
て
走
り
去
っ
て
い
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
 注
記

典
拠
1に
、
焼
跡
を
見
に
行
っ
た
と
あ
る
「
三
男
」
は
、
典
拠
2に
出
る
里
見
弴
の
子
息
山
内
や
ま
の
う
ち「
静
夫
」
で
あ
る
が
、
正
し
く
は
三
男
で
は
な
く
四
男
（
末
子
。
大
正
十
四
年
六
月
十
三
日
生
れ
）
に
あ
た
る
。
静
夫
は
昭
和
二
十
二
年
慶
応
大
学
卒
業
後
、
松
竹
に
入
社
、
二
十
三
年
五
月
に
は
久
保
田
万
太
郎
の
媒
酌
で
結
婚
し
、
父
と
親
し
か
っ
た
小
津
安
二
郎
監
督
の
「
早
春
」
以
下
「
東
京
暮
色
」「
彼
岸
花
」「
秋
刀
魚
の
味
」
等
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
つ
と
め
た
。
典
拠
2の
前
便
（
五
月
二
十
六
日
付
）
に
は
「
昨
日
夕
方
五
時
頃
、
静
夫
と
重
い
荷
を
か
つ
い
だ
り
さ
げ
た
り
し
て
帰
宅
す
る
と
、
手
紙
が
来
て
ゐ
た
。
」
と
あ
る
の
で
、
里
見
は
二
十
五
日
夕
方
ま
で
番
町
の
家
（
当
時
の
地
番
は
町
区
六
番
町
三
番
五
号
）
に
居
て
鎌
倉
の
自
宅
（
住
所
は
小
町
一
四
六
番
地
）
に
引
揚
げ
、
二
十
七
日
、
静
夫
に
様
子
を
見
に
行
か
せ
た
、
そ
の
状
況
を
二
十
九
日
に
大
佛
（
住
所
は
雪
の
下
四
二
八
番
地
）
へ
報
告
し
た
の
で
あ
る
。
遠
藤
喜
久
（
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
六
日
歿
、
享
年
五
十
七
）
は
、
も
と
赤
坂
の
芸
妓
菊
龍
、
通
称
を
良
と
言
い
、
里
見
の
愛
人
と
し
て
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
以
降
、
町
下
六
番
町
の
有
島
家
近
く
、
い
わ
ゆ
る
「
番
町
の
家
」
に
住
み
、
鏡
花
夫
妻
に
も
可
愛
が
ら
れ
て
い
た
が
、
二
十
年
五
月
一
日
、
里
見
に
連
れ
ら
れ
女
中
の
初
と
と
も
に
信
州
上
田
の
諏
訪
形
へ
疎
開
し
て
い
た
（
里
見
は
九
日
に
帰
京
）。
鏡
花
の
文
で
は
「
九
九
九
会
小
記
」
（
昭
和
三
年
八
月
発
表
）
中
、
会
へ
赴
く
の
に
近
所
の
里
見
を
誘
う
く
だ
り
「
其
処
で
、
道
順
だ
か
ら
、
や
す
い
円
タ
ク
で
お
誘
ひ
申
さ
う
か
と
、
も
し
、
も
し
、
電
話
（
註
。
お
隣
の
を
借
り
る
）
を
掛
け
る
と
六
丁
目
里
見
氏
宅
で
、
は
あ
、
と
う
け
て
、
婀
娜
な
返
事
が

幹
事
で
支
度
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
時
間
を
早
く
、
一
足
お
先
へ

と
言
ふ
の
で
あ
つ
た
。」
と
出
る
「
婀
娜
な
返
事
」
の
主
が
喜
久
で
あ
る
。
『
東
京
大
空
襲
戦
災
誌
』
第
二
巻
（
東
京
空
襲
を
記
録
す
る
会
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
十
日
）
に
よ
れ
ば
、
五
月
二
十
四
日
午
前
一
時
三
十
六
分
か
ら
三
時
五
十
分
ま
で
と
、
翌
二
十
五
日
午
後
十
時
二
十
二
分
か
ら
二
十
六
日
午
前
一
時
頃
ま
で
の
二
回
、
Ｂ
二
九
爆
撃
機
に
よ
る
焼
夷
弾
の
投
下
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
空
襲
の
模
様
は
、
六
番
町
の
隣
町
、
五
番
町
十
二
番
地
（
モ
ト
土
手
三
番
町
三
十
七
番
地
）
の
自
宅
を
焼
か
れ
た
内
田
百
閒
『
東
京
焼
盡
』
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和
三
十
年
四
月
二
十
日
）
の
第
三
十
八
章
に
縷
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
泉
す
ず
の
熱
海
へ
の
疎
開
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
同
地
に
別
荘
を
持
っ
て
い
た
寺
木
定
芳
か
、
疎
開
し
て
家
の
あ
っ
た
堀
尾
成
章
の
斡
旋
か
と
思
わ
れ
る
が
、
情
報
が
少
な
く
、
嗣
子
名
月
の
文
に
拠
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
今
後
さ
ら
に
傍
証
を
求
め
た
い
。
な
お
、
慶
応
義
塾
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
鏡
花
の
旧
蔵
書
も
時
を
同
じ
く
し
て
こ
の
空
襲
の
火
災
に
よ
り
、
草
双
紙
を
除
く
八
三
六
冊
が
烏
有
に
帰
し
、
遺
品
と
自
筆
原
稿
は
難
を
免
れ
、
現
存
し
て
い
る
。
『
大
佛
次
郎
敗
戦
日
記
』
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
片
山
宏
行
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
庚
寅
歿
後
十
一
年
一
月
二
十
日
（
午
前
一
時
四
十
分
）
、
泉
す
ず
が
喘
息
の
た
め
熱
海
仲
田
の
自
宅
で
逝
去
し
た
（
享
年
七
十
。
戒
名
真
如
院
妙
楽
日
鈴
大
姉
）
。
翌
日
に
通
夜
、
二
十
二
日
の
午
前
九
時
に
出
棺
、
喪
主
は
泉
名
月
が
つ
と
め
た
。
通
夜
、
葬
儀
に
は
里
見
弴
、
谷
崎
潤
一
郎
夫
妻
、
寺
木
定
芳
夫
妻
、
嶋
中
雄
作
未
亡
人
千
枝
、
同
長
女
眉
子
ら
が
参
列
し
、
告
別
式
は
二
十
七
日
午
後
一
時
よ
り
牛
込
矢
来
町
円
福
寺
で
行
わ
れ
た
。
 典
拠
1
訃
報
（「
東
京
新
聞
」
昭
和
二
十
五
年
一
月
二
十
二
日
付
四
面
）
泉
す
ず
氏
（
泉
鏡
花
未
亡
人
）
廿
日
午
前
一
時
四
十
分
熱
海
市
仲
田
の
自
宅
で
ゼ
ン
息
の
た
め
死
去
、
六
十
八
歳
告
別
式
は
廿
七
日
一
時
牛
込
矢
来
町
円
福
寺
 典
拠
2
里
見
弴
「
泣
虫
」
（「
改
造
文
芸
」
二
巻
四
号
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
）
葬
儀
屋
の
手
で
、
お
ば
あ
ち
や
ん
の
小
さ
な
亡

な
き
が
ら
が
棺
に
納
め
ら
れ
た
。
足
も
と
の
は
―56―
う
で
一
尺
以
上
も
余
つ
た
隙
間
へ
、
前
も
つ
て
選
り
分
け
て
置
い
た
手
周
り
の
品
々
を
、
遺
族
や
親
し
い
人
々
が
そ
つ
と
入
れ
て
あ
げ
た
。
喘
息
の
発
作
を
引
き
起
こ
し
が
ち
な
の
で
、
大
好
物
の
莨
は
我
慢
し
て
貰
ふ
こ
と
に
し
て
あ
つ
た
が
、
喪
主
な
る
養
女
の
母
親

お
さ
わ
さ
ん
に
、
時
を
り
、

一
服
い
け
な
い
か
し
ら
。
さ
ぞ
お
い
し
い
だ
ら
う
な
ア
、
と
、
子
供
の
ね
だ
り
ご
と
の
調
子
で
甘
へ
る
の
で
、
三
度
に
一
度
は
、
自
身
服
め
も
し
な
い
の
に
、
近
く
で
ぷ
か

ふ
か
し
て
あ
げ
る
と
、
細
い
腕
を
伸
し
て
、
立
ち
迷
ふ
煙
を
鼻
先
へ
き
寄
せ
な
が
ら
、

仕
様
が
な
い
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
で
辛
抱
し
て
置
き
ま
せ
う
ね
、
と
、
寂
し
い
笑
顔
を
綻
ば
せ
た
と
い
ふ
話
を
、
私
は
聞
い
て
ゐ
た
。
紫
檀
の
提
莨
盆
は
止
む
を
得
な
い
に
し
て
も
、
せ
め
て
そ
の
前
面
ま
へ
つ
ら
の
溝
に
横
た
へ
て
あ
る
長
煙
管
だ
け
で
も
、
と
思
ひ
、
そ
つ
ち
に
近
く
ゐ
た
誰
か
に
把 と
つ
て
貰
つ
て
、
さ
て
、
ど
こ
に
、
と
迷
つ
た
が
、
結
局
、
合
掌
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
手
と
胸
と
の
間
に
挟
ん
で
あ
げ
た
。
と
、
な
ん
の
前
触
も
な
く
、
い
き
な
り
ぐ
ツ
と
込
み
あ
げ
る
の
を
ひ
し
ば
る
拍
子
に
、
咽
の
奥
が
へ
ん
な
鳴
り
方
を
し
た
。
自
分
よ
り
も
つ
と
親 ち
か
し
い
女
の
人
た
ち
で
も
、
さ
ほ
ど
泣
き
顔
は
見
せ
な
い
の
に
、
こ
ゝ
で
声
な
ど
立
て
て
は
、
と
、
急
い
で
襖
隣
の
茶
の
間
へ
逃
げ
だ
し
、
下
六
番
町
の
旧
居
で
、
い
つ
も
先
生
と
差
向
ひ
に
手
を
か
ざ
し
て
ゐ
ら
れ
た
長
火
鉢
の
前
に
坐
り
込
ん
で
了
つ
た
。
（
…
）
先
生
と
は
、
亡
泉
鏡
花
先
生
の
こ
と
だ
が
、
同
棲
約
四
十
年
の
後
、
良
人
に
お
く
る
ゝ
こ
と
十
年
四
箇
月
、
今 こ
と
茲 し
一
月
二
十
日
の
夜
半
に
、
す
ゞ
さ
ん
は
、
満
六
十
八
歳
で
永
眠
さ
れ
た
。
（
…
）
晩
年
の
先
生
と
は
、
筋
向
ひ
に
住
ん
で
ゐ
た
の
で
、
自
然
、

今
度
は
お
つ
け
晴
れ
て
さ
う
呼
べ
る
、
奥
さ
ん
と
も
お
懇
意
こ
ゝ
ろ
や
すく
な
り
、
お
得
意
の
悪
態
に
、
し
や
ア

と
言
葉
こ
と
ば
仇 がた
き
を
も
勤
め
た
。
昭
和
十
四
年
の
晩
夏
、
先
生
が
逝
去
さ
れ
て
後
、
め
つ
き
り
老
け
ら
れ
た
の
を
、
外
面
の
ざ
ら
つ
い
た
劬 い
た
はり
の
気
持
で
、
私
が
「
お
ば
あ
ち
や
ん
」
と
呼
ん
だ
の
に
対
し
て
、
負
嫌
ひ
の
性
分
か
ら
、
ま
だ
五
十
そ
こ

だ
つ
た
私
を
捉 つ
か
まへ
て
、
さ
も
憎
々
し
げ
に
、
「
お
ぢ
い
ち
や
ん
」
と
竹 し
つ
箆
返
ぺ
い
が
へ
し
を
は
せ
た
。
以
来
十
年
に
亘
る
「
お
ぢ
い
ち
や
ん
」「
お
ば
あ
ち
や
ん
」
の
つ
き
あ
ひ
だ
つ
た
。
（
…
）
先
生
の
旧
い
弟
子
で
、
一
時
は
同
居
を
許
さ
れ
て
ゐ
た
寺
木
定
芳
君
の
息
子
も
、
お
ば
あ
ち
や
ん
の
御
贔
屓
の
一
人
だ
つ
た
が
、
亡
つ
た
と
も
知
ら
ず
に
、
恰
度
そ
こ
へ
来
合
せ
て
ゐ
た
。
先
生
の
実
弟
斜
汀
事
豊
春
さ
ん
の
遺
児
で
、
伯
父
の
跡
目
を
継
い
で
ゐ
る
名
月
さ
ん
の
従
兄
妹
に
あ
た
る
大
学
生
、
そ
れ
に
、
名
月
さ
ん
自
身
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
と
し
て
、
老
人
と
し
よ
りの
葬
送
に
は
珍
し
い
ほ
ど
若
い
人
た
ち
が
多
か
つ
た
。
（
…
）
翌
朝
九
時
、
遺
骸
は
、
普
通
の
自
動
車
か
ら
腰
掛
を
取
り
去
つ
た
だ
け
の
霊
棺
車
で
、
火
葬
場
へ
運
ば
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
た
。
前
夜
も
通
夜
に
来
て
く
れ
た
谷
崎
君
夫
妻
や
、
島 （マ
マ
）
中
君
の
未
亡
人
、
眉
子
さ
ん
な
ど
の
ほ
か
に
、
近
所
の
見
送
り
て
が
、
往
来
の
あ
ち
こ
ち
に
か
た
ま
つ
て
、
そ
れ
も
可
な
り
の
人
数
だ
つ
た
。
（
…
）
や
が
て
、
遺
族
や
寺
木
君
夫
妻
た
ち
を
乗
せ
た
の
を
先
に
、
二
台
の
自
動
車
が
、
仰
山
な
音
を
た
て
て
動
き
だ
し
た
。
 注
記

す
ず
未
亡
人
が
熱
海
に
疎
開
し
た
の
は
、
前
項
（
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
）
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
昭
和
十
九
年
八
月
の
こ
と
で
、
翌
年
空
襲
で
番
町
の
旧
宅
が
焼
け
て
か
ら
は
東
京
に
戻
ら
ぬ
ま
ま
逝
去
し
た
の
で
あ
る
。
熱
海
で
の
生
活
の
一
端
は
、
こ
の
時
喪
主
を
つ
と
め
た
養
女
泉
名
月
（
昭
和
八
年
九
月
二
十
一
日
生
、
平
成
二
十
年
七
月
六
日
歿
、
享
年
七
十
六
）
の
「
梔
子
」
（
『
鬼
ゆ
り
』
學
藝
書
林
、
昭
和
五
十
年
九
月
五
日
）
に
小
説
化
さ
れ
て
い
る
。
里
見
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
名
月
の
生
母
岡
本
さ
わ
（
豊
春
斜
汀
の
未
亡
人
）
と
と
も
に
三
人
の
生
活
で
あ
っ
た
。
前
項
に
引
用
し
た
里
見
弴
『
月
明
の
徑
弴
良
こ
こ
ろ
の
雁
書
』
に
も
、
し
ば
し
ば
熱
海
の
「
お
ば
あ
ち
や
ん
」
の
消
息
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
嶋
中
雄
作
（
中
央
公
論
社
社
長
、
明
治
二
十
年
二
月
二
日
生
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
十
七
日
歿
、
享
年
六
十
二
）
の
未
亡
人
と
長
女
の
参
列
は
、
彼
の
晩
年
熱
海
の
別
邸
で
病
を
養
い
、
こ
こ
に
逝
去
し
た
縁
で
す
ず
と
の
交
際
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
谷
崎
が
夫
妻
で
列
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
三
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年
一
月
以
来
、
市
内
上
天
神
町
山
王
ホ
テ
ル
内
の
別
荘
（
六
十
一
号
）
に
居
を
移
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
谷
崎
は
、
す
ず
逝
去
直
後
の
二
月
、
同
じ
仲
田
町
に
家
を
購
入
（
八
〇
五
番
地
。
嶋
中
雄
作
別
邸
の
隣
）、
「
細
雪
」
完
成
後
に
ち
な
み
、
こ
こ
を
「
雪
後
庵
」
と
名
づ
け
た
。
さ
ら
に
二
十
九
年
四
月
に
は
伊
豆
山
鳴
沢
の
別
荘
に
引
移
り
、
こ
の
家
も
「
雪
後
庵
」
と
し
た
の
で
、
仲
田
の
家
を
「
前 さ
き
の
雪
後
庵
」
、
鳴
沢
の
家
を
「
後 あ
と
の
雪
後
庵
」
と
言
い
な
ら
わ
し
て
い
る
。
（
野
村
尚
吾
『
伝
記
谷
崎
潤
一
郎
』
六
興
出
版
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
五
日
）。
［
付
記
］
本
文
中
に
お
名
前
を
記
し
た
方
々
の
ご
教
示
の
ほ
か
、
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
青
山
学
院
大
学
図
書
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
併
せ
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
（
よ
し
だ
ま
さ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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